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第１章 調査実施の概要 

１ 調査の目的 

平成 27 年 4 月に、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができる社会の実

現に寄与することを目的とする「子ども・子育て支援法」が成立し、新しい「子ども・

子育て支援制度」が施行されます。 

新しい制度では、これまで以上に安心して子どもを生み育てられる環境を整備して

いくために「質の高い幼児期の学校教育・保育の一体的な提供」や「地域における子

育て支援の充実」「保育の量的拡大」を図る必要があることから、幼児期の学校教育

や保育、子育て支援などに関するニーズを把握し、適切なサービスの確保を行うこと

を目的とした事業計画の策定が自治体に義務化されました。 

そのため、事業計画の策定にあたり、必要な情報を得るため、子育て家庭ニーズの

動向分析等を行い、市の現状と今後の子ども・子育て支援における課題を整理するこ

とを目的としたアンケート形式によるニーズ調査を実施しました。 

 

 

２ 調査の設計 

 

（１）調査票の種類と調査対象者等 

図表 1 調査の実施方法 

調査票「子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査」 

 調査対象者 就学前児童を持つ保護者 

 調査件数 1,000 件 

 調査内容 
家庭等の子育て環境、保護者の就労状況、定期的な教育・保
育事業の現状・利用意向、地域の子育て事業の現状・利用意
向、育児休業などに関する設問 

 

３ 調査の実施方法と配布・回収状況 

（１）調査時期と調査方法 

子ども・子育て支援ニーズ調査は、平成 25 年 12 月から平成 26 年 1 月にか

けて実施しました。 

郵送方式により調査票を配布・回収しました。 
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（２）調査の配布・回収状況 

図表 2 調査票の配布・回収状況 

区 分 
就学前児童の保護者 

配布数 回収数 回収率 

市全域 1,000 件 511 件 51.1％ 

 

 

４ 報告書の見方について 

（１）年齢の定義 

ニーズ調査において誕生日の年月を回答しているため、下表による年齢区分に

より集計を行いました。 

図表 3 ニーズ調査における年齢定義 

年齢区分 該当する生年月 

０歳児 平成 24 年４月以降 

１歳児 平成 23 年４月～平成 24 年３月 

２歳児 平成 22 年４月～平成 23 年３月 

３歳児 平成 21 年４月～平成 22 年３月 

４歳児 平成 20 年４月～平成 21 年３月 

５歳児 平成 19 年４月～平成 20 年３月 

（注）調査期間【平成 25 年度】における年齢定義 

 

 

（２）電算処理の注意点 

・図表中の「ｎ（回答者数）」は、各設問に該当する回答者の総数であり、回答

率（％）の母数をあらわしています。 

・調査結果の数値については小数点第２位以下を四捨五入しているため、単数

回答（選択肢が一つの問）においても、内訳を合計して 100％に合致しない場

合があります。 

・複数回答（選択肢を 2 つ以上選んでもよい問）においては、合計が 100％を

超える場合があります。 
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０歳 

18.6% 

１歳 

14.7% 

２歳 

13.1% ３歳 

9.4% 
４歳 

7.6% 

５歳 

8.4% 

無回答 

28.2% 

n=  511人 

１人 

23.1% 

２人 

42.3% 

３人 

15.7% 

４人 

4.3% 

５人 

0.6% 

６人以上 

0.2% 

無回答 

13.9% 

 

n=  511人 

０歳 

18.6% 

１歳 

15.5% 

２歳 

16.8% 

３歳 

15.1% 

４歳 

15.7% 

５歳 

16.0% 

無回答 

2.3% 

 

n=  511人 

５ 調査対象者の属性・家族状況 

（１）調査対象児童の属性 

回答された 511 件は、以下のとおりです。 

 

 

 問 2 年齢 問 3 子どもの人数 問 3.1 末子の年齢 
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母親 

91.2% 

父親 

8.0% 

無回答 

0.8% 

n=  511人 

配偶者が

いる 

89.4% 

配偶者は

いない 

8.8% 

無回答 

1.8% 

n=  511人 

 

（２）居住地域の状況 

回答者が居住している地域の状況は、以下のとおりです。 

 

問 1 地域（市全域） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）調査回答者の状況と配偶者の有無 

この調査の回答者は、以下のとおりです。 

 問 4 調査回答者                問 5 配偶者の有無 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.9 

13.5 

38.9 

8.8 

5.3 

4.1 

5.1 

1.8 

1.8 

1.4 

2.9 

1.0 

3.5 

0% 25% 50% 75% 100%

富津地区 

飯野地区 

青堀地区 

大貫地区 

吉野地区 

佐貫地区 

湊地区 

天神山地区 

竹岡地区 

金谷地区 

峰上地区（環南地区も含む） 

関豊地区 

無回答 

n=511 人 
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第２章 子育て家庭を取り巻く環境 

１ 子育ての環境について 

（１）主な保育者と親族等協力者の状況 

主な保育者の状況をみると、「父母ともに」（49.3％）と「主に母親」（47.4％）

が大半を占めています。 

日常的に子育てに関わっている方は、「母親」（47.7％）「父母ともに」（45.8％）、

「祖父母」（5.9％）となっています。 

 

問 6 主な保育者の状況 

 

 

 

 

 

 

 その他の内容 

・父と祖母 ・父母と祖父 ・家族 

 

 

問 7 日常的に子育てに関わっている方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の内容 

・父母と祖父母 ・父母と祖母 ・父母と祖父 ・母と祖母と叔母 

・母と祖母 ・曾祖父母 ・曾祖母 

・保育園 ・愛児園の先生方 ・シェーネルフトの支援者の方々  

  

49.3 47.4 

2.0 
0.6 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

n=  511人 

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答 

45.8 

47.7 

5.9 

2.2 

1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

父母ともに 

母親 

父親 

祖父母 

その他 

無回答 

n=511 人 
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主な親族等協力者の状況をみると、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の

親族にみてもらえる」（51.3％）が最も多く、次いで「日常的に祖父母等の親族

にみてもらえる」（50.1％）となっています。 

 

問 8 主な親族等協力者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.1 

51.3 

2.5 

11.5 

6.1 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

日常的に祖父母等の親族に 

みてもらえる 

緊急時もしくは用事の際には 

祖父母等の親族にみてもらえる 

日常的に子どもを預けられる 

友人・知人がいる 

緊急時もしくは用事の際には子どもを 

みてもらえる友人・知人がいる 

いずれもいない 

無回答 

n=511 人 
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（２）子育てに関する相談者の状況 

気軽に相談できる人の有無をみると、「いる／ある」（92.4％）とほとんどの方

が「いる」または「ある」と答えています。その相談できる相手としては、「祖

父母等の親族」（86.0％）、「友人や知人」（74.4％）、「保育所（園）」（28.2％）

となっています。 

 

問 9 気軽に相談できる人の有無 問 9-1 気軽にできる相談先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  その他の内容 

・天理教の教会 ・現在預けている託児所の職員 

・会社の子供のいる人達 ・話ができる人にはすべて 

・地域のママさんクラブ（ちびっ子クラブ） 

・市役所個別教室の心理の先生 ・姉 

・のぞみサポートセンター ・習い事の先生 

・相談支援事業所ひつじぐも 

 

 

 

86.0 

74.4 

11.9 

5.5 

1.1 

28.2 

17.4 

0.0 

13.8 

1.9 

2.1 

0% 25% 50% 75% 100%

祖父母等の親族 

友人や知人 

近所の人 

子育て支援センター 

保健所 

保育所（園） 

幼稚園 

民生委員・児童委員 

かかりつけの医師 

市役所の子育て関連担当窓口 

その他 

いる/

ある 

92.4% 

いない

/ない 

5.3% 

無回答 

2.3% 

 

n=  511人 

n=472 人 
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２ 保護者の就労状況 

（１）母親の就労状況 

母親の就労状況をみると、「以前は就労していたが、現在は就労していない」

（38.0％）が最も多くなっています。また、「パート・アルバイト等で就労して

おり、産休・育休・介護休業中ではない」（27.2％）、「フルタイムで就労してお

り、産休・育休・介護休業中ではない」（26.0％）で、産休・育休・介護休業中

を含めると、58.7％が就労しています。 

 

問 11(1) 母親の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.0 3.9 27.2 

1.6 

38.0 

2.2 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

n=  511人 

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

以前は就労していたが、現在は就労していない 

これまで就労したことがない 

無回答 
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母親の就労日数をみると、「５日」（61.0％）、就労時間をみると「８－９時間」

（39.3％）、「6～７時間」（24.3％）、「4～５時間」（23.3％）となっています。 

 

問 11(1)-1 母親の就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.0  2.7  
8.0  

15.0  

61.0  

11.3  
1.0  

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答 

3.3  

23.3  24.3  

39.3  

5.3  2.7  1.7  

0%

25%

50%

75%

100%

４ 

時 

間 

未 

満 

４ 

｜ 

５ 

時 

間 

６ 

｜ 

７ 

時 

間 

８ 

｜ 

９ 

時 

間 

10 

｜ 

11 

時 

間 

12 

時 

間 

以 

上 

 

無 

回 

答 

n=300 人 

n=300 人 
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1.0  2.3  

20.0  

40.3  

17.3  13.7  
5.3  

0%

25%

50%

75%

100%

６ 

時 

以 

前 

６ 

時 

台 

７ 

時 

台 

８ 

時 

台 

９ 

時 

台 

10 

時 

以 

後 

無 

回 

答 

母親の出勤時間は、「8 時台」（40.3％）、「7 時台」（20.0％）、「9 時台」（17.3％）

となっています。 

帰宅時間は、「18－19 時台」（39.0％）、「16－17 時台」（21.3％）となっ

ています。 

 

問 11(1)-2 母親の出勤時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11(1)-2 母親の帰宅時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.3  

19.3  21.3  

39.0  

5.3  3.0  5.7  

0%

25%

50%

75%

100%

12 

時 

以 

前 

12 

｜ 

15 

時 

台 

16 

｜ 

17 

時 

台 

18 

｜ 

19 

時 

台 

20 

｜ 

21 

時 

台 

22 

時 

以 

後 

無 

回 

答 

n=300 人 

n=300 人 
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母親のパートタイムからフルタイム勤務への意向をみると、フルタイムへの転

換希望がある人は 32.6%となり、そのうち見込みがある人が 6.1%となっていま

す。 

 

問 12(1) 母親のパートタイムからフルタイム勤務への意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.1 26.5 44.9 7.5 15.0 

0% 25% 50% 75% 100%

n=  147人 

フルタイムへの転換希望があり、 

実現できる見込みがある 

フルタイムへの転換希望はあるが、 

実現できる見込みはない 

パート・アルバイト等の就労を 

続けることを希望 

パート・アルバイト等をやめて 

子育てや家事に専念したい 

無回答 
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20.0 42.0 22.0 16.1 

0% 25% 50% 75% 100%

n=  205人 

子育てや家事などに 

専念したい 

 

１年より先、一番下の 

子どもが何歳に 

なったころに就労したい 

すぐにでも、もしくは 

１年以内に就労したい 
無回答 

 

就労していない母親の今後の就労希望は、就労したい方が 64.0％おり、その

内訳は「１年より先、一番下の子どもが何歳になったころに就労したい」

（42.0％）、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」（22.0％）、就労形

態は「パートタイム、アルバイト等」（44.3％）、「フルタイム」（9.9％）となっ

ています。就労時期となる子どもの年齢としては「０～３歳」（40.7％）、「6～8

歳」（27.9％）、「4～5 歳」（23.3％）となっています。 

 

問 13(1) 就労していない母親の今後の就労希望と就労希望時の末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          一番下の子の年齢 

 

 

 

          希望する就労形態 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.9 44.3 45.8 

0% 25% 50% 75% 100%

n=  131人 

フルタイム パートタイム、アルバイト等 無回答 

０～３

歳 

40.7% 

４～５

歳 

23.3% 

６～８

歳 

27.9% 

９～11

歳 

3.5% 

12歳 

以上 

3.5% 

無回答 

1.2% 

 

n=   86人 
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母親の希望する就労形態をみると、就労日数は「５日」「３日」（各 34.5％）、

「４日」（27.6％）の順、就労時間は「４－５時間」（70.7％）、「６－７時間」

（19.0％）の順となっています。 

 

問 13(1)-2 母親の希望就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望就労時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.5 
27.6 

34.5 

3.4 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答 

5.2 

70.7 

19.0 

5.2 

0%

25%

50%

75%

100%

４ 

時 

間 

未 

満 

４ 

｜ 

５ 

時 

間 

６ 

｜ 

７ 

時 

間 

８ 

｜ 

９ 

時 

間 

10 

｜ 

11 

時 

間 

12 

時 

間 

以 

上 

 

無 

回 

答 

n=58 人 

n=58 人 
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（２）父親の就労状況 

父親の就労状況をみると、「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中で

はない」（85.7％）が最も多くなっています。 

 

問 11(2) 父親の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

85.7 

0.2 
0.6  
0.4 

13.1 

0% 25% 50% 75% 100%

n=  511人 

フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない 

フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 

パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない 

パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である 

以前は就労していたが、現在は就労していない 

これまで就労したことがない 

無回答 
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父親の就労日数をみると、「５日」（56.3％）、「６日以上」（36.9％）、就労時

間をみると「８－９時間」（45.9％）、「10～11 時間」（26.7％）、「12 時間以

上」（19.5％）となっています。 

 

問 11(2)-1 父親の就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.5  0.5  1.1  

45.9  

26.7  
19.5  

5.9  

0%

25%

50%

75%

100%

４ 

時 

間 

未 

満 

４ 

｜ 

５ 

時 

間 

６ 

｜ 

７ 

時 

間 

８ 

｜ 

９ 

時 

間 

10 

｜ 

11 

時 

間 

12 

時 

間 

以 

上 

 

無 

回 

答 

0.5 0.5 0.7 0.9 

56.3 

36.9 

4.3 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答 

n=442 人 

n=442 人 
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父親の出勤時間は、「７時台」（33.3％）、「8 時台」（21.5％）、「6 時台」（20.4％）

となっています。 

帰宅時間は、「18－19 時台」（39.6％）、「20－21 時台」（24.4％）となっ

ており、22 時以後の帰宅は 7.9％となっています。 

 

問 11(2)-2 父親の出勤時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11(2)-2 父親の帰宅時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.7  

20.4  

33.3  

21.5  

4.1  5.0  8.1  

0%

25%

50%

75%

100%

６ 

時 

以 

前 

６ 

時 

台 

７ 

時 

台 

８ 

時 

台 

９ 

時 

台 

10 

時 

台 

無 

回 

答 

8.8  
1.8  

9.0  

39.6  

24.4  

7.9  8.4  

0%

25%

50%

75%

100%

12 

時 

以 

前 

12 

｜ 

15 

時 

台 

16 

｜ 

17 

時 

台 

18 

｜ 

19 

時 

台 

20 

｜ 

21 

時 

台 

22 

時 

以 

後 

無 

回 

答 

n=442 人 

n=442 人 
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50.0 50.0 

0% 25% 50% 75% 100%

n= 2人 

子育てや家事などに 

専念したい 

 

１年より先、一番下の 

子どもが何歳に 

なったころに就労したい 
すぐにでも、もしくは 

１年以内に就労したい 
無回答 

 

問 12(2) 父親のパートタイムからフルタイム勤務への意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13(2) 就労していない父親の今後の就労希望と就労希望時の末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.3 33.3 33.3 

0% 25% 50% 75% 100%

 

n=  3人 

フルタイムへの転換希望があり、 

実現できる見込みがある 

フルタイムへの転換希望はあるが、 

実現できる見込みはない 

パート・アルバイト等の就労を 

続けることを希望 

パート・アルバイト等をやめて 

子育てや家事に専念したい 

無回答 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ３ 章 

子育て支援サービスの現状と 

今後の利用希望 
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第３章 子育て支援サービスの現状と今後の利用希望 

１ 定期的な教育・保育事業の現状と今後の利用希望 

（１）平日の定期的な教育・保育事業（全体） 

定期的な教育・保育事業（全体）の利用状況をみると、「利用している」（62.8％）

となっています。 

利用中の事業としては、「保育所（園）」（54.2%）、「幼稚園」（42.4％）など

となっています。 

問 14 定期的な教育・保育事業の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-1 利用中の定期的な教育・保育事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

その他の内容 
・地域生活支援センター ・デイサービス・音楽教室 

 

 

利用 

している 

62.8% 

利用して 

いない 

36.4% 

無回答 

0.8% 

n=  511人 

42.4 

54.2 

1.2 

1.9 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園 

保育所（園） 

事業所内保育施設 

その他 

無回答 

ｎ＝511人 
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定期的な教育・保育事業を利用している理由は、「子どもの教育や発達のため」

（62.0％）「子育てをしている方が現在就労している」（61.7%）の順に多く、

その他の理由はごく少数となっています。 

今後の利用希望では「幼稚園」（52.8%）、「保育所（園）」（49.3％）「幼稚園

の預かり保育」（19.2%）、「認定こども園」（12.7%）となっています。 

問 14-4 定期的な教育・保育事業を利用している理由 

 

その他の内容 

・兄が通っている間に通わせてなれさせたい 

・下の子が双子で一人では面倒見きれない為 

・友達作り・今は求職中  ・農業手伝い  

・集団の中で学んでほしいと思ったから 

・仕事の準備の為に ・妊娠、出産の為 

・父子家庭の時から利用していた為 

 

 

 

 

 

問 15 希望する定期的な教育・保育事業 

 
 
 
 
 
 

その他の内容 

・アメリカンスクール的な所 

・幼稚園で通常料金で少しでも長く見て 

もらえれば助かる 

・まだ０歳のため必要なし ・金額が高い 

・バス送迎がある場所 

・親が一緒に行かなくても良い愛児園の 

ような幼稚園施設 

 
 
 
 
 
 
 

52.8 

19.2 

49.3 

12.7 

6.5 

8.2 

1.2 

1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園 

幼稚園の預かり保育 

保育所（園） 

認定こども園 

事業所内保育施設 

ファミリー・サポート・センター 

その他 

無回答 

 
ｎ＝511人 

 

62.0 

61.7 

2.5 

0.6 

1.2 

0.0 

3.1 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため 

子育て（教育を含む）をしている方が 

現在就労している 

子育て（教育を含む）をしている方が 

就労予定がある／求職中である 

子育て（教育を含む）をしている方が 

家族・親族などを介護している 

子育て（教育を含む）をしている方が 

病気や障害がある 

子育て（教育を含む）をしている方が 

学生である 

その他 

無回答 

ｎ＝321人 
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平日の定期的な教育・保育事業（全体）の利用日数と希望日数（１週当たり）

をみると、利用では「５日」（90.7%）、「６日」（5.9%）の順に多く、希望では

「５日」（50.5%）が減少した一方で「６日」（13.7%）がやや増加しています。 

また、利用時間と希望時間（１日当たり）について、利用では「7 時間」（23.1%）、

「8 時間」（19.9%）、「6 時間」「9 時間」（14.3%）の順に多く、希望では「6

～9 時間」はそれぞれやや減少しています。 

 

問 14-2 (1)-1 平日の定期的な教育・保育事業の利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-2 (1)-2 定期的な教育・保育事業の利用時間と希望時間（１日当たり） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

90.7 

5.9 
1.9 

50.5 

13.7 

34.3 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答 

利用日数 

n=  321人 

希望日数 

n=  321人 

7.2 4.7 

14.3 23.1 19.9 
14.3 

8.1 3.7 
0.9 2.5 0.6 1.6 

8.4 
13.7 15.9 

10.6 
8.7 

2.8 
2.5 

34.9 

0%

25%

50%

75%

100%

１ 

時 

間 

２ 

時 

間 

３ 

時 

間 

４ 

時 

間 

５ 

時 

間 

６ 

時 

間 

７ 

時 

間 

８ 

時 

間 

９ 

時 

間 

10 

時 

間 

 

11 

時 

間 

 

12 

時 

間 

 

無 

回 

答 

利用時間 

n=  321人 

希望時間 

n=  321人 



 

 

28 

平日の定期的な教育・保育事業（全体）の利用開始時間と利用終了時間をみる

と、開始時間は「８時台」（38.9%）、「９時台」（37.1%）、「10 時台」（11.2%）

の順、終了時間は「16 時台」（28.7％）、「17 時台」（16.8％）、「15 時台」「１

８時台」（14.0%）の順となっています。 

 

 問 14-2 (1)-3 利用開始時間 問 14-2 (2)-3 希望開始時間 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問 14-2 (1)-4 利用終了時間 問 14-2 (2)-4 希望終了時間 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.9 

0.3 

0.3 

1.2 

10.3 

19.3 

12.8 

13.1 

2.5 

0.9 

0.9 

36.4 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

5.9 

38.9 

37.1 

11.2 

0.3 

0.3 

2.8 

3.4 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

5.0 

0.3 

0.9 

0.3 

12.5 

14.0 

28.7 

16.8 

14.0 

1.9 

1.9 

3.7 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

0.3 

5.6 

28.0 

26.5 

1.6 

0.3 

0.3 

0.9 

36.4 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

ｎ＝321人 ｎ＝321人 

ｎ＝321人 ｎ＝321人 
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42.5 

18.3 

10.8 

1.6 

0.5 

64.0 

8.1 

2.7 

0% 25% 50% 75% 100%

利用する必要がない 

子どもの祖父母や親戚の人が 

みている 

近所の人や父母の友人・知人が 

みている 

利用したいが、保育・教育の事業に 

空きがない 

利用したいが、経済的な理由で 

事業を利用できない 

利用したいが、延長・夜間等の 

時間帯の条件が合わない 

利用したいが、事業の質や場所など、 

納得できる事業がない 

子どもがまだ小さいため          

(何歳くらいになったら利用しようと                                   

考えているか) 

その他 

無回答 

定期的な教育・保育事業（全体）の教育・保育施設の利用場所は、「富津市内」

（91.3％）、希望したい実施場所も「富津市内」（90.4％）となっています。 

問 14-3 教育・保育の実施場所 問 15-1 教育・保育の希望実施場所 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

問 14-7 定期的な教育・保育事業を利用しない理由 問 14-7⑧ 利用を希望する子どもの年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
その他の内容 

・子供が行きたがらない ・Ｈ２６年４月より利用の予定 ・利用したいがバスで送ってもらえない 

・利用する必要なし    ・祖父母に家の事をやってほしいと言われている為  ・待機中 

・上の子と同じ条件で預けたい   ・利用したいが免許がなく送迎できない 

・母親の仕事復帰と同時に利用する為 ・そろそろ利用してみようと思う 

・上の子は今年行けるが、料金の補助があると良い ・子供と一緒に過ごせる時間も大切にしたいから  

富津市 

91.3% 

君津市 

5.9% 

木更津市 

1.6% 

袖ケ浦市 

0.3% 無回答 

0.9% 

 

n=  321人 

富津市 

90.4% 

君津市 

5.3% 

木更津市 

1.4% 

袖ケ浦市 

0.4% 

その他 

0.2% 無回答 

2.3% 

 

n=  511人 

０～３歳 

69.7% 

４～５歳 

29.4% 

無回答 

0.8% 

n=  119人 

ｎ＝186人 
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（２）幼稚園 

幼稚園の年齢別利用者数は、「4 歳」（30.1％）、「3 歳」（27.2％）、「5 歳」

（26.5%）となっています。 

利用している理由は、ほとんどが「子どもの教育や発達のため」（91.2％）で

あり、次いで「子育てを（教育を含む）している方が現在就労している」（27.9％）

となっています。 

 

問 14-1.① 幼稚園の年齢別利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-4.① 幼稚園を利用している理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

その他の内容 

・兄が通っている間に通わせて慣れさせたい 

・下の子が双子で一人では面倒見きれない為 

・仕事の準備の為 

 

  

91.2 

27.9 

2.2 

0.7 

2.2 

0.7 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため 

子育て（教育を含む）をしている方が 

現在就労している 

子育て（教育を含む）をしている方が 

就労予定がある／求職中である 

子育て（教育を含む）をしている方が 

家族・親族などを介護している 

子育て（教育を含む）をしている方が 

病気や障害がある 

子育て（教育を含む）をしている方が 

学生である 

その他 

無回答 

０歳 

0.7% 
１歳 

2.2% 

２歳 

10.3% 

３歳 

27.2% 

４歳 

30.1% 

５歳 

26.5% 

無回答 

2.9% 

n= 136人 

ｎ＝136人 
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幼稚園の利用日数と希望日数（１週当たり）をみると、利用では「５日」（97.8%）

が最も多く、希望では「５日」（55.1%）が減少した一方で「６日」（9.6%）が

やや増加しています。 

また、利用時間と希望時間（１日当たり）について、利用では「6 時間」（33.1%）、

「7 時間」（28.7%）、「4 時間」（14.7%）、希望では「6 時間」「7 時間」が減

少した一方で「8 時間」が増加しています。 

 

問 14-2(1)-1.① 幼稚園の利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-2(1)-2.① 幼稚園の利用時間と希望時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

97.8 

0.7 

55.1 

9.6 

34.6 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答 

利用日数 

n=  136人 

希望日数 

n=  136人 

14.7 11.0 

33.1 
28.7 

6.6 
2.2 1.5 1.5 2.9 

17.6 17.6 17.6 2.9 4.4 

34.6 

0%

25%

50%

75%

100%

１ 

時 

間 

２ 

時 

間 

３ 

時 

間 

４ 

時 

間 

５ 

時 

間 

６ 

時 

間 

７ 

時 

間 

８ 

時 

間 

９ 

時 

間 

10 

時 

間 

 

11 

時 

間 

 

12 

時 

間 

 

無 

回 

答 

利用時間 

n=  136人 

希望時間 

n=  136人 
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3.7 

2.2 

22.1 

18.4 

11.8 

5.9 

36.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

31.6 

36.8 

25.7 

0.7 

0.7 

4.4 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

5.9 

0.7 

27.9 

32.4 

19.9 

6.6 

2.2 

4.4 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

0.7 

25.0 

33.8 

3.7 

0.7 

36.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間は「9 時台」（36.8%）、「8

時台」（31.6%）、の利用順、終了時間は「15時台」（32.4％）、「14時台」（27.9％）、

「16 時台」（19.9%）の利用順となっています。利用時間と希望時間との差は、

希望終了時間において「14 時台」～「16 時台」が減少した一方で「17 時台」

以後が増加しています。 

 

 問 14-2(1)-3.① 利用開始時間 問 14-2(2)-3.① 希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 問 14-2(1)-4.① 利用終了時間 問 14-2(2)-4.① 希望終了時間 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝136人 ｎ＝136人 

ｎ＝136人 
ｎ＝136 人 
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幼稚園の預かり保育の利用の有無は、30.9％の人が利用しています。 

 

問 14-5 幼稚園の預かり保育の利用の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用し

ている 

30.9% 

利用し

ていな

い 

69.1% 

 

n=  136人 
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（３）保育所（園） 

保育所（園）の年齢別利用者数は、「5 歳」（24.7％）、「4 歳」（20.1%）、「3

歳」（17.2%）となっています。 

利用している理由は、ほとんどが「子育て（教育を含む）している方が現在就

労している」（88.5％）であり、次いで「子どもの教育や発達のため」（40.8％）

となっています。 

 

問 14-1.② 保育所（園）の年齢別利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-4.② 保育所（園）を利用している理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の内容 

・育休中のため 

・友達づくりや集団の中で学んでほしいと思ったから 

・妊娠、出産の為  ・今は求職中  ・農業手伝い 

・父子家庭の時から利用していた為 

  

40.8 

88.5 

2.9 

0.6 

2.3 

3.4 

1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため 

子育て（教育を含む）をしている方が 

現在就労している 

子育て（教育を含む）をしている方が 

就労予定がある／求職中である 

子育て（教育を含む）をしている方が 

家族・親族などを介護している 

子育て（教育を含む）をしている方が 

病気や障害がある 

子育て（教育を含む）をしている方が 

学生である 

その他 

無回答 

０歳 

5.2% 

１歳 

13.8% 

２歳 

16.7% 

３歳 

17.2% 

４歳 

20.1% 

５歳 

24.7% 

無回答 

2.3% 

 

n= 174人 

ｎ＝174人 
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保育所（園）の利用日数と希望日数（１週当たり）をみると、利用日数では「５

日」（86.8%）、希望日数は「５日」（47.1%）となっています。 

利用時間と希望時間（1 日当たり）について、利用時間では「8 時間」（31.0%）、

「9 時間」（24.1%）、「7 時間」（19.0%）、希望時間では「８時間」～「9 時間」

が減少した一方で「12 時間」が増加しています。 

 

問 14-2(1)-1.② 保育所（園）の利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-2(1)-2.② 保育所（園）の利用時間と希望時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-6 保育所で幼稚園教育が受けることができたら利用したいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用し

たい 

60.3% 

利用し

たいと

思わな

い 

5.2% 

どちら

ともい

えない 

29.3% 

無回答 

5.2% 

 

n=  174人 

86.8 

10.3 
2.3 1.1 0.6 

47.1 

17.2 

0.6 

33.3 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答 

利用日数 

n=  174人 

希望日数 

n=  174人 

19.0 

31.0 
24.1 

13.2 
5.7 

1.1 3.4 

1.7 
10.3 

14.9 16.7 
12.6 

4.6 4.6 

33.9 

0%

25%

50%

75%

100%

１ 

時 

間 

２ 

時 

間 

３ 

時 

間 

４ 

時 

間 

５ 

時 

間 

６ 

時 

間 

７ 

時 

間 

８ 

時 

間 

９ 

時 

間 

10 

時 

間 

 

11 

時 

間 

 

12 

時 

間 

 

無 

回 

答 

利用時間 

n=  174人 

希望時間 

n=  174人 
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0.6 

0.6 

0.6 

1.7 

20.1 

13.8 

19.5 

4.6 

1.7 

1.7 

35.1 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

9.8 

45.4 

37.9 

0.6 

4.0 

2.3 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

0.6 

9.2 

31.0 

21.8 

0.6 

1.7 

35.1 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間は「８時台」（45.4%）、「９

時台」（37.9%）、「７時台」（9.8%）の利用順、終了時間は「16 時台」（35.6％）、

「17 時台」（25.9％）、「18 時台」（22.4％）の利用順となっています。利用時

間と希望時間との差は、希望終了時間において「16 時台」「18 時台」が減少し

ています。 

 

 問 14-2(1)-3.② 利用開始時間 問 14-2(2)-3.② 希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問 14-2(1)-4.② 利用終了時間 問 14-2(2)-4.② 希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.6 

0.6 

1.1 

0.6 

35.6 

25.9 

22.4 

2.9 

3.4 

2.9 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

ｎ＝174人 

ｎ＝174人 ｎ＝174人 

ｎ＝174人 
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（４）土曜・休日の教育・保育事業の利用意向 

土曜日の利用希望は、「月に 1～2 回は利用したい」（23.3％）、「ほぼ毎週利用

したい」（7.2％）と、30.5％の方が希望しています。 

また、利用希望の開始時間は「８時台」（42.9%）、「9 時台」（36.5%）、「7 時

台」（8.3%）の順、終了時間は、「17 時台」（26.3%）、「18 時台」（25.6%）、

「16 時台」（16.7%）となっています。 

 

問 19(1) 土曜日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19(1).1 土曜日の利用希望開始時間 問 19(1).2 土曜日の利用希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.3 

42.9 

36.5 

7.1 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

1.9 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

3.8 

0.6 

0.6 

6.4 

1.9 

2.6 

8.3 

16.7 

26.3 

25.6 

3.2 

1.3 

0.6 

1.9 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

利用する 

必要はない 

67.5% 

ほぼ毎週 

利用したい 

7.2% 

月に１～２回 

は利用したい 

23.3% 

無回答 

2.0% 

n=  511人 

ｎ＝156人 ｎ＝156人 
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利用する 

必要はない 

81.8% 

ほぼ毎週 

利用したい 

2.5% 

月に 

１～２回は

利用したい 

14.1% 

無回答 

1.6% 

n=  511人 

日曜日・祝日の利用希望は、「月に 1～2 回は利用したい」（14.1％）、「ほぼ毎

週利用したい」（2.5％）と、16.6％の方が希望しています。 

また、利用希望の開始時間は「８時台」（40.0%）、「9 時台」（41.2%）、終了

時間は「18 時台」（27.1%）、「17 時台」（22.4%）、「16 時台」（21.2%）とな

っています。 

 

問 19(2) 日曜・祝日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19(2).1 日曜・祝日の利用希望開始時間 問 19(2).2 日曜・祝日の利用希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.2 

7.1 

40.0 

41.2 

8.2 

1.2 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

3.5 

1.2 

5.9 

4.7 

7.1 

21.2 

22.4 

27.1 

3.5 

2.4 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

ｎ＝85人 ｎ＝85人 
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長期休暇中において教育・保育事業の利用希望（幼稚園利用者）は、「休みの期

間中、週に数日利用したい」（33.8％）、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」

（18.4％）となっています。 

希望する開始時間は「8 時台」（45.1%）、「9 時台」（43.7%）、終了時間は「17

時台」（26.8%）、「1５時台」「16 時台」（各 19.7%）、「18 時台」（16.9％）と

なっています。 

 

問 20 長期休暇中の教育・保育事業の利用希望（幼稚園利用者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20.1 長期休暇中の希望開始時間 問 20.2 長期休暇中の希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.1 

43.7 

7.0 

1.4 

2.8 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

2.8 

1.4 

2.8 

7.0 

19.7 

19.7 

26.8 

16.9 

2.8 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 

８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

利用する 

必要はない 

43.4% 

休みの期間

中、 

ほぼ毎日 

利用したい 

18.4% 

休みの期間

中、週に数日 

利用したい 

33.8% 

無回答 

4.4% 

 

n=  136人 

ｎ＝71 人 ｎ＝71 人 
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長期休暇中において「週に数日利用したい」方の理由は、「買い物等の用事をま

とめて済ませるため」（39.1%）、「定期的に仕事をしているため」（32.6%）、「息

抜きのため」（23.9%）となっています。 

 

問 20-1 長期休暇中「週に数日利用したい」方の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の内容 

・これから仕事をしたいと考えているため 

・親族が見られないとき 

・上の子の宿題に向き合うため 

・自宅での仕事の為、休みの間、少しでも預かってもらえる日

があれば、子連れで出来ない事を出来るので 

・他兄弟と過ごす時間を作る為 

・仕事をするのに必要だと思うから 

・他の子供の通院のため 

・求職中の為 

・集団生活に慣れさせる為 

・本人の満足度を向上させたい、子供が友達と遊びたがる 

・月～金は両親とも働いているので祖父母の休息の為 

・上の子との時間を作りたい 

・子供が幼稚園に行きたがるので 

・毎日だと利用料が高くなるので仕事を休んだりして調整している 

  

32.6 

19.6 

39.1 

6.5 

23.9 

30.4 

0% 25% 50% 75% 100%

定期的に仕事をしているため  

週に数回仕事が入るため 

買い物等の用事をまとめて 

済ませるため 

親等親族の介護や手伝いが必要な

ため 

息抜きのため 

その他 

ｎ＝46 人 
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18.5 

73.7 

54.6 

24.9 

2.0 

0.0 

1.5 

2.4 

0% 25% 50% 75% 100%

父親が休んだ 

母親が休んだ 

（同居者を含む）親族・知人に 

子どもをみてもらった 

父親・母親のうち、 

就労していない方が子どもをみた 

病後児の保育を利用した 

ベビーシッターを利用した 

子どもだけで留守番をさせた 

その他 

（５）病児・病後児保育事業の潜在ニーズ 

回答者の 63.9％の方は、病気やケガで通常の教育・保育事業が利用できなかっ

た体験をしています。その際の対処方法は、「母親が休んだ」（73.7%）、「（同居者

を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」（54.6%）、「父親・母親のうち、就

労していない方が子どもをみた」（24.9%）となっています。 

母親が休んだ日数は、「10 日」（17.9%）、「5 日」「3 日」（各 13.9%）、父親で

は「1 日」（28.9%）、「2 日」（21.1%）、「3 日」「５日」（各 18.4%）となって

います。 

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった日数は、「10 日」（18.8%）、「5

日」（14.3%）、「3 日」（13.4%）の順、就労していない保護者がみた日数は「２

日」「１０日」（各 17.6％）、「3 日」（15.7%）、「５日」（13.7％）となっていま

す。 

 

問 21 病気やケガで、通常の事業が利用 問 21-1 この１年間の対処方法 
できなかったことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の内容 

・母が就労していないので休んだりする必要がない 

・ 

 

  

あった 

63.9% 

なかった 

27.1% 

無回答 

9.0% 

 

n=  321人 

ｎ＝205人 
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25.0 

25.0 

50.0 

0%

20%

40%

60%

80%

１ 

日 

２ 

日 

３ 

日 

４ 

日 

５ 

日 

６ 

日 

７ 

日 

８ 

日 

９ 

日 

10 

日 

11 

｜ 

15 

日 

16 

｜ 

20 

日 

21 

日 

以 

上 

無 

回 

答 

問 21-1.1 父親が休んだ日数 問 21-1.2 母親が休んだ日数 

  

  

 

 

 

 

 

 

問 21-1.3 （同居者を含む）親族・知人に 問 21-1.4 就労していない保護者がみた日数 
 預けた日数 

  

  

 

 

 

 

 

 

 問 21-1.5病後児保育を利用した日数 問 21-1.6 ベビ-シッタ-を利用した日数 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 問 21-1.7 子どもだけで留守番させた日数 問 21-1.8 その他 

  

  

 

 

 

 

 

  

28.9 

21.1 18.4 18.4 

2.6 
7.9 

2.6 

0%

20%

40%

60%

80%

１ 

日 

２ 

日 

３ 

日 

４ 

日 

５ 

日 

６ 

日 

７ 

日 

８ 

日 

９ 

日 

10 

日 

11 

｜ 

15 

日 

16 

｜ 

20 

日 

21 

日 

以 

上 

無 

回 

答 

11.9 
7.9 

13.9 

2.6 

13.9 

1.3 
6.0 

1.3 0.7 

17.9 

6.0 6.6 4.6 5.3 

0%

20%

40%

60%

80%

１ 

日 

２ 

日 

３ 

日 

４ 

日 

５ 

日 

６ 

日 

７ 

日 

８ 

日 

９ 

日 

10 

日 

11 

｜ 

15 

日 

16 

｜ 

20 

日 

21 

日 

以 

上 

無 

回 

答 

13.4 11.6 13.4 

2.7 

14.3 
8.9 

0.9 

18.8 

2.7 5.4 2.7 5.4 

0%

20%

40%

60%

80%

１ 

日 

２ 
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５ 

日 

６ 

日 

７ 

日 

８ 

日 
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20 
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20.0 20.0 20.0 

40.0 
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20%
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１ 
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９ 

日 
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11 
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21 

日 

以 

上 

無 
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答 

ｎ＝5 人 ｎ＝3 人 

ｎ＝4 人 

ｎ＝51 人 ｎ＝112 人 

ｎ＝151 人 ｎ＝38 人 

該当者ありません 
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5.2 7.8 
14.3 

2.6 

14.3 

1.3 2.6 

23.4 

1.3 2.6 
7.8 

16.9 
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40%
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１ 

日 
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日 

３ 

日 

４ 

日 

５ 

日 

６ 

日 

７ 

日 

８ 

日 

９ 

日 

10 

日 

11 

｜ 

15 

日 

16 

｜ 

20 

日 

21 

日 

以 

上 

無 

回 

答 

できれば 

病児・病後 

児保育施設 

等を利用 

したい 

49.7% 

利用したい

とは思わな

い 

49.0% 

無回答 

1.3% 

 

n=  155人 

父親・母親が休んだ方の病児・病後児保育施設の利用意向をみると、49.7％の

方が希望し、その利用日数は「10 日」（23.4％）「5 日」「3 日」（各 14.3%）と

なっています。 

また、子どもを預ける場合の望ましい事業形態は、「小児科に併設した施設で子

どもを保育する事業」（71.4%）、「他の施設に併設した施設で子どもを保育する事

業」（62.3%）となっています。 

問 21-2 父親・母親が休んだ方の病児・病後児保育施設利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21-3 病気の際、「病児・病後児のための保育施設等」の施設利用希望日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21-3 子どもを預ける場合の望ましい事業形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.3 

71.4 

15.6 

1.3 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園・保育所等に 

併設した施設で 

子どもを保育する事業 

小児科に併設した施設で 

子どもを保育する事業 

地域住民等が子育て家庭等の 

身近な場所で保育する事業 

無回答 
ｎ＝77 人 

ｎ＝77 人 
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利用意向のない方の理由は、「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」

（68.4%）、「親が仕事を休んで対応する」（60.5％）、「利用料がかかる・高い」

（25.0%）となっています。 

父母が休む以外の対処方法を選んだ方に対して「父母が休んで看たい」という

意向をみると、「できれば仕事を休んで看たい」（60.4％）となっています。「仕事

を休んで看ることは非常に難しい」方の理由は、「子どもの看護を理由に休みが取

れない」（61.1%）、「休暇日数が足りないので休めない」（33.3％）となっていま

す。 

 

問 21-4 病児・病後児のための保育施設利用意向のない方の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その他の内容 

・病気の子供が集まると病気拡大のおそれがありそうだから  

・親族に依頼する    ・共働きではないので必要ない 

・祖母が常にいるため  ・具合の悪い時くらい自分でみたい 

・更なる感染が不安   ・かわいそうなのでそばにいてあげたい 

・身内の方が子供も安心すると思う 

・病気の時は、特に母親でないと子供がぐずる為、他の人では代役不能  

・自分が子供だったら、利用されたくないから 

・子供のそばにいてあげたい。そこまでして仕事をしなくてはいけないと思わない  

・今は祖父母に頼めるが高齢なのでいずれ利用を考える 

・仕事を休むのは大変だが、辛いのは病気をしている子供  

・具合が悪い時は機嫌悪く不安もあるので、子供が安心できる場所で休ませたい 

・ミスがあると不安  

68.4 

11.8 

6.6 

25.0 

17.1 

60.5 

15.8 

1.3 

0% 25% 50% 75% 100%

病児・病後児を 

他人に看てもらうのは不安 

地域の事業の質に不安がある 

地域の事業の利便性（立地や利用可能 

時間・日数など）がよくない 

利用料がかかる・高い 

利用料がわからない 

親が仕事を休んで対応する 

その他 

無回答 
ｎ＝76 人 
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できれば仕

事を休んで

看たい 

60.4% 

休んで看る

ことは非常

に難しい 

23.4% 

休んで看た

いとは思わ

ない 

3.9% 

無回答 

12.3% 

 

n=  154人 

 

問 21-5 父母が休む以外の対処方法を選んだ方の「父母が休んで看たい」意向と希望日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21-6 「仕事を休んで看ることは非常に難しい」の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の理由 

・人手が足りないので休めない 

・仕事の代理が見つけることが難しく、断られる 

・父母どちらかがいれば、就労している側が休む必要はない 

・就労先に迷惑をかける 

・シフトに問題がでるのと、給料が減ると暮らせませんので 

・忙しくて休めない 

・勤務先のスタッフが不足の時は休みにくい 

・休みの職員が多かったり、仕事を始めたばかりだと休みにくい 

・子供が急な熱だと代わってくれる人を探すのが大変だから  

・休むと稼げない 

・仕事上休めない時もある 

  

61.1 

8.3 

33.3 

19.4 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの看護を理由に 

休みがとれない 

自営業なので休めない 

休暇日数が足りないので 

休めない 

その他 

5.4 
12.9 

18.3 

2.2 

14.0 
6.5 

1.1 

11.8 
5.4 5.4 4.3 

12.9 
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日 
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｜ 

15 

日 

16 

｜ 

20 

日 

21 

日 

以 

上 

無 

回 

答 

ｎ＝93 人 

ｎ＝36 人 
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２ 地域の子育て支援事業の現状と今後の利用意向 

（１）地域の子育て支援事業の利用について 

地域の子育て支援事業の利用状況は、「子育て支援センター」（11.2％）、「その

他、保育所（園）で実施している事業」（11.9％）となっています。 

子育て支援センターの利用回数（1 週当たり）は、「1 回」（42.1%）となって

います。 

その他、保育所（園）で実施している事業の利用回数（１週当たり）は、「1 回」

（41.0%）となっています。 

 

問 16.1 地域子育て支援拠点事業の利用状況 

 

 

 

 

 

 

問 16.1.1 子育て支援センターの利用回数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16.1.2 その他、保育所（園）で実施している事業の利用回数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.2 

11.9 

84.0 

1.8 

0% 25% 50% 75% 100%

子育て支援センター 

その他、保育所（園） 

で実施している事業 

利用していない 

無回答 
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100%
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41.0 
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55.7 
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100%
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回 
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回 
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回 

７ 

回 

無 

回 

答 

ｎ＝57 人 

ｎ＝511人 

ｎ＝61 人 
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利用していな

いが利用した

い 

30.1% 

すでに利用し

ているが利用

日数を増やし

たい 

8.0% 
利用日数を増

やしたいとは

思わない 

6.1% 

新たに利用し

たいとは思わ

ない 

49.1% 

無回答 

6.7% 

 

n=  511人 

未利用者は、「利用していないが今後利用したい」（30.1％）、利用者は「すでに

利用しているが今後利用日数を増やしたい」（8.0％）、「利用日数を増やしたいと

は思わない」（6.1%）となっています。 

未利用者の希望利用回数（１週当たり）は、「1 回」（78.6%）が最も多くなっ

ています。また、既利用者の増やしたい利用回数（１週当たり）は、「1 回」（53.7%）、

「2 回」（24.4%）となっています。 

 

問 17 未利用者・利用者の利用及び利用回数増加希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17.1 未利用者の希望利用回数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17.2 既利用者の増やしたい利用回数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

  

78.6 

6.5 
1.9 1.3 

11.7 
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75%

100%
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回 
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回 

６ 

回 
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回 

無 

回 

答 

53.7 

24.4 

9.8 
2.4 

9.8 

0%

25%

50%

75%

100%
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３ 
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回 
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回 

無 

回 

答 

n=41 人 

 

n=154 人 
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（２）不定期の一時保育の利用について 

一時保育の利用状況をみると、「幼稚園の預かり保育」（7.6%）、「一時預かり」

（5.9%）となっています。 

利用していない理由は、「特に利用する必要がない」（76.5%）、「利用料がかか

る・高い」（17.3%）、「事業の利用方法（手続き等）がわからない」（14.3%）と

なっています。 

問 22 一時保育事業の利用状況 

 

 

その他の内容 

・職場（母）の託児所、保育センター 

・認可外保育施設 

・親の通院等で父母兄弟に預ける事がある 

・仕事場の託児所 

・同じ保育園でその都度申請して預けている 

 

 

  

 

 

問 22-1 一時保育を利用していない理由 

 

                   その他の内容 

・親族が預かってくれる 

・下の子がいるので上の子だけ預けてもあま

り意味がないため 

・利用したいがしにくい ・祖母に依頼している 

・子供が嫌がる ・視力訓練中の為 

・利用したとき子供があまりに泣く為 

・迷惑がられた経験があり利用しづらい 

・予約のＴＥＬが無理なので 

・保育所に入所しているから 

・祖父母に見てもらう事が出来る為 

・対象外だから ・母乳しか飲まない 

・保育園に通っていると私用の利用はできない雰

囲気がある 

  

5.9 

7.6 

1.2 

82.4 

3.7 

0% 25% 50% 75% 100%

一時預かり 

幼稚園の預かり保育 

ベビーシッター 

その他 

利用していない 

無回答 

76.5 

6.2 

2.4 

5.0 

17.3 

10.5 

8.1 

14.3 

4.0 

0.7 

0% 25% 50% 75% 100%

特に利用する必要がない 

利用したい事業が地域にない 

地域の事業の質に不安がある 

地域の事業の利便性がよくない 

利用料がかかる・高い 

利用料がわからない 

自分が事業の対象者になるのか 

どうかわからない 

事業の利用方法（手続き等） 

がわからない 

その他 

無回答 

n=511 人 

 

n=511 人 

 



第３章 子育て支援サ-ビスの現状と今後の利用希望 

 

49 

2.6 
7.7 10.3 10.3 

17.9 

5.1 2.6 

23.1 20.5 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

１ 

日 

２ 

日 

３ 

日 

４ 

日 

５ 

日 

６ 

日 

７ 

日 

８ 

日 

９ 

日 

10 

日 

11 

｜ 

15 

日 

16 

｜ 

20 

日 

21 

日 

以 

上 

無 

回 

答 
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答 

事業ごとに利用日数をみると、一時預かりは、年間「５日」（23.3％）「21日以上」

（13.3％）、「2 日」「３日」「４日」「16～20日」（各 10.0％）となっています。 

幼稚園の預かり保育は、年間「21日以上」（23.1％）、「10 日」（17.9%）、 

「5日」「3日」（各 10.3％）となっています。 

 

問 22.1 一時預かり利用日数（年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22.2 幼稚園の預かり保育（年間）    問 22.4 その他（年間）

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.7 10.0 10.0 10.0 
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n=39 人 

 

n=6 人 

 

n=30 人 
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利用 

したい 

40.9% 

利用する

必要は 

ない 

52.4% 

無回答 

6.7% 

 

n=  511人 

1.4 1.9 3.3 1.4 
5.7 2.9 1.4 1.0 

12.4 
9.1 9.6 

17.7 

32.1 
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20%

40%

60%

80%
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日 

７ 

日 

８ 

日 
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10 
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11 
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15 
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16 
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20 
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21 

日 

以 

上 

無 

回 

答 

一時保育事業の利用希望とその目的は、「利用する必要はない」（52.4％）、「利

用したい」（40.9％）となっています。利用したい方の利用目的は、「買物、子ど

もや親の習い事、リフレッシュ目的等」（67.5％）、「冠婚葬祭、学校行事、子ども

や親の通院等」（66.0％）、「不定期の就労」（25.4％）となっています。 

 

問 23 一時保育事業の利用希望とその目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の内容 

・上の子供の学校行事の時 ・緊急時 ・覚えていない 

・手伝いなど母親が体調不良の時 

 

 

 

 問 23.1 利用希望年間合計日数 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

67.5 

66.0 

25.4 

5.3 

4.3 

0% 25% 50% 75% 100%

買物、子どもや親の習い事、       

リフレッシュ目的等 

冠婚葬祭、学校行事、子どもや         

親の通院等 

不定期の就労 

その他 

無回答 

n=209

人 

 

n=209

人 

 



第３章 子育て支援サ-ビスの現状と今後の利用希望 

 

51 

目的ごとの希望利用日数をみると、買物、子どもや親の習い事・リフレッシュ

目的等は、「10 日」（20.6%）、「5 日」（18.4％）、「11 日-15 日」（16.3％）、

「3 日」（10.6％）のとなっています。 

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等は、「５日」（23.9%）、「10 日」（22.5％）

となっています。 

不定期の就労目的は、「５日」「21 日以上」（各 15.1%）、「10 日」（13.2％）、

「2 日」（11.3％）となっています。 

その他は、「5 日」（36.4%）が最も多くなっています。 

 

問 23.1.① 私用、リフレッシュ目的 問 23.1.② 冠婚葬祭、学校行事、家族の通院目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問 23.1.③ 不定期の就労目的 問 23.1.④ その他の目的 
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日 

11 

｜ 

15 

日 
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20 

日 

21 

日 

以 

上 

無 

回 

答 

n=141 人 

 

n=138 人 

 

n=53 人 

 

n=11 人 
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（３）宿泊を伴う一時保育の利用について 

この１年間に保護者の用事等で子どもを泊りがけで家族以外に預けたことの有

無は、「あった」（21.3％）となっています。 

この対処方法は、「親族・知人にみてもらった」（79.8%）が最も多くなってい

ます。 

 

問 24 この１年間に保護者の用事等で子どもを泊りがけで家族以外に預けたことの有無 

 

問 24.1 １年間の対処方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の内容 

記載なし 

 

 

 

 

  

79.8 

0.9 

30.3 

1.8 

0.9 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

親族・知人にみてもらった 

短期入所生活援助事業 

(ｼｮｰﾄｽﾃｲ)を利用した 

認可外保育施設・ベビーシッター等 

を利用した 

子どもを同行させた 

子どもだけで留守番をさせた 

その他 

無回答 

あった 

21.3% 

なかった 

76.1% 

無回答 

2.5% 

 

n=  511人 n=109 人 
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24.1 
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日 
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日 

11 

｜ 

15 

日 

16 

｜ 

20 

日 

21 

日 

以 

上 

無 

回 

答 

親族・知人に預けた日数は、「1 日」（24.1%）、「2 日」（16.1%）、「3 日」（14.9%）

となっています。 

子どもを同行させた日数は、「2 日」（21.2%）、「1 日」「5 日」（各 15.2%）と

なっています。 

 

問 24.1.① 親族・知人に預けた日数    問 24.1.③ 認可外保育施設、ベビーシッター等を
利用した日数 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

問 24.1.④子どもを同行させた日数 問 24.1.⑤ 子どもだけで留守番をさせた日数 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 問 24.1.⑥ その他の対処をした日数 
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以 
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n=87 人 

 

n=1 人 

 

n=33 人 

 

n=2 人 

 

n=1 人 
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65.9 

28.0 

43.9 

14.6 

29.3 

1.2 

17.1 

4.9 

0% 25% 50% 75% 100%

自宅 

祖父母宅や友人 

・知人宅 

塾や習い事 

放課後子ども教室 

放課後児童クラブ 

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ 

その他 

（公民館、公園など） 

無回答 

自宅でみてく

れる人がいる

（親、家族） 

94.4% 

無回答 

5.6% 

 

n=   54人 

75.6 

30.5 

56.1 

14.6 

13.4 

1.2 

18.3 

6.1 

0% 25% 50% 75% 100%

自宅 

祖父母宅や友人 

・知人宅 

塾や習い事 

放課後子ども教室 

放課後児童クラブ 

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ 

その他 

（公民館、公園など） 

無回答 

３ 放課後の過ごし方について 

（１）平日の放課後の過ごし方について 

小学生になったときの放課後の過ごし方の希望をみると、小学校低学年のうち

は「自宅」（65.9%）、「塾や習い事」（43.9%）、「放課後児童クラブ」（29.3%）

「祖父母宅や友人・知人宅」（28.0%）となっています。 

また、小学校高学年になっても「自宅」（75.6%）、「塾や習い事（56.1%）、「祖

父母宅や友人・知人宅」（30.5%）、「放課後こども教室」（14.6%）となってい

ます。 

問 25・問 26 放課後の過ごし方の希望 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25-1 自宅で過ごさせたい理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学校低学年の過ごし方 小学校高学年の過ごし方 

n=82 人 

 

n=82 人 
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回 
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放課後を過ごさせたい具体的な場所と日数をみると、「自宅」では「５日」（低

学年時期 40.7%・高学年時期 32.3％）が最も多くなっています。「祖父母宅や

友人・知人宅」では、「1 日」（低学年時期 39.1 %・高学年時期 52.0％）が最

も多くなっています。「塾や習い事」では、「1 日」（低学年時期 47.2 %・高学年

時期 39.1％）が最も多くなっています。「放課後子ども教室」は「１日」（低学

年時期 58.3%・高学年時期 58.3％）が最も多くなっています。「放課後児童ク

ラブ」は「５日」（低学年時期 58.3%・高学年時期 45.5％）が最も多くなって

います。 

 

問 25・問 26 放課後の過ごし方の希望日数 

 

 

①自宅 

 

  

  

 

 

 

 

②祖父母宅や友人・知人宅 

 

  

  

  

 

 

 

 

③塾や習い事 

 

  

  

 

 

  

小学校高学年の過ごし方 小学校低学年の過ごし方 

n=46 人 

 

n=36 人 
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 ④放課後子ども教室 

 

  

  

 

 

 

 

 

 ⑤放課後児童クラブ 

 

  

  

 

 

 

 

 

 ⑥ファミリー・サポート・センター 

 

   

  

 

 

 

 

 

 ⑦その他（公民館、公園など） 

 

  

  

 

 

 

  

小学校高学年の過ごし方 小学校低学年の過ごし方 

n=15 人 

 

n=14 人 

 

n=1 人 

 

n=1 人 

 

n=11 人 

 

n=24 人 

 

n=12 人 

 

n=12 人 

 

n=1 人 
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8.3 

29.2 

58.3 

4.2 

0% 25% 50% 75% 100%

12時台以前 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

下校時から放課後児童クラブを何時まで利用したいかをみると、低学年の時期

で「18 時台」（58.3％）、「17 時台」（29.2%）、「16 時台」（8.3％）、高学年

の時期で「18 時台」（54.5％）、「17 時台」（27.3%）、「16 時台」（9.1％）と

なっています。 

 

「放課後児童クラブ」を選んだ場合の具体的な利用希望時間 

 【小学校低学年の時期】 【小学校高学年の時期】 

 問 25.5.1 下校時からの利用希望時刻 問 26.5.1 下校時からの利用希望時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.1 

27.3 

54.5 

9.1 

0% 25% 50% 75% 100%

12時台以前 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

n=24 人 

 

n=11 人 
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低学年の間

は利用した

い 

12.5% 

高学年に

なっても

利用した

い 

4.2% 

利用する 

必要はない 

75.0% 

無回答 

8.3% 

 

n=   24人 

低学年の間

は利用した

い 

4.2% 

高学年に

なっても利

用したい 

4.2% 

利用する必

要はない 

79.2% 

無回答 

12.5% 

 

n=   24人 

（２）土曜日、日曜日・祝日の放課後児童クラブ利用について 

放課後児童クラブの土曜日、日曜日・祝日の利用希望をみると、「低学年の間

は利用したい」（土曜 12.5％・休日 4.2％）、「高学年になっても利用したい」（土

曜 4.2％・休日 4.2％）、「利用する必要はない」（土曜 75.0％・休日 79.2％）

となっています。 

土曜日の希望利用開始時刻は、「8 時台」（75.0％）が最も多く、希望利用終了

時刻では「18 時台」（50.0％）が最も多くなっています。 

日曜日・祝日の希望利用開始時刻は、「8 時台」「９時台」（各 50.0％）、希望

利用終了時刻では「16 時台」「２０時台」（各 50.0％）となっています。 

 

 問 27(1)  土曜日の利用希望 問 27(2) 日曜日・祝日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



第３章 子育て支援サ-ビスの現状と今後の利用希望 

 

59 

問 27(1).1 土曜日の希望利用開始時間 問 27(1).2 土曜日の希望利用終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27(2).1 日曜日・祝日の希望利用開始時間 問 27(2).2 日曜日・祝日の希望利用終了時間 
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11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

25.0 

50.0 

25.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 

７時台 
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９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

50.0 
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0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 

６時台 
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８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 
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0% 25% 50% 75% 100%

６時以前 
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８時台 

９時台 

10時台 

11時台 

12時台 

13時台 

14時台 

15時台 

16時台 

17時台 

18時台 

19時台 

20時台 

21時以後 

無回答 

n=2 人 

 

n=2 人 

 

n=4 人 

 

n=4 人 
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（３）長期休暇期間中の放課後児童クラブ利用について 

長期休暇中の利用希望をみると、「低学年の間は利用したい」（29.3％）、「高学

年になっても利用したい」（14.6％）、「利用する必要はない」（43.9％）となっ

ています。 

希望利用開始時刻は「8 時台」（61.1％）が最も多く、希望利用終了時刻は「18

時台」（50.0％）が最も多くなっています。 

 

問 28 長期休暇中の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問 28.1 長期休暇中の希望利用開始時間 問 28.2 長期休暇中の希望利用終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

低学年の
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14.6% 
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43.9% 

無回答 

12.2% 

 

n=   82人 
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15時台 
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19時台 
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21時以後 

無回答 

n=36 人 

 

n=36 人 
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86.7 

83.4 

40.9 
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71.4 

48.7 

30.1 

20.5 
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「母親学級」 

「育児学級」 

乳幼児相談 

・訪問事業 

幼児のための家庭教育

に関する学級等 

保育所（園）や 

幼稚園の園庭開放 

保育所（園）での 

公開保育 

幼児のことばの相談会 

子育て応援サイト 

「イクトモ」 

療育等支援事業 

43.1 

40.5 

33.9 

50.5 

42.3 

28.4 

37.4 

32.9 

0% 25% 50% 75% 100%

４ 子育て支援事業の認知・利用状況と今後の利用意向について 

子育て支援事業の認知度をみると、「保育所（園）や幼稚園の園庭開放」

（86.9％）、「母親学級」「育児学級」（86.7％）、「乳幼児相談・訪問事業」（83.4％）

が上位を占めているものの、「幼児のための家庭教育に関する学級等」（40.9％）、

「子育て応援サイト」（30.1％）、「療育支援事業」（20.5％）の認知度は低くな

っています。 

今後の利用希望が多い事業は、「保育所（園）での園庭解放」（50.5％）となっ

ています。 

 

 問 18 認知状況 利用状況 今後の利用意向 
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n=511 人 
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56.6 

0.4 

23.1 

3.3 

18.2 

76.9 

2.2 

19.4 

0% 25% 50% 75% 100%

母親 

n=  511人 

父親 

n=  511人 

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答 

第４章 育児休業制度の利用状況と子育て支援への満足度 

１ 育児休業制度の利用状況 

育児休業制度の利用状況をみると、母親は「取得した（取得中である）」（23.1％）

に対して、父親は「取得した（取得中である）」（3.3％）となっています。 

また、育児休業を利用しない理由について、母親は「子育てや家事に専念する

ため退職した」（32.3％）、「職場に育児休業の制度がなかった」（20.4％）、「職

場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」（18.3％）の順に多く、一方父親は、

「配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がな

かった」（42.2％）、「仕事が忙しかった」（35.4％）、「職場に育児休業を取りに

くい雰囲気があった」（25.7％）となっています。 

 

問 29 育児休業制度の利用状況 
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問 29.3 育児休業を利用しない理由 

（母親）          （父親） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（母親）その他の内容 

・身内の会社で働いているので義父母に見てもらいながら仕事もできた ・退職をすすめられた  

・特に仕事をしていなかったから ・自営業なので仕事しながら子育てできた 

・家の中で出来る仕事のみやった・自宅が事務所なので随時対応するしかない  

・自営業で頼れる人がいなかった ・派遣社員であり契約期間満了だった為 

・出産前日までは働いたが生まれてからは忙しい時のみ手伝っている 

・妊娠中に退職 ・パート、アルバイトの為取得できなかった ・仕事を辞めざるをえなかった 

・４週のみと言われ無理そうだったので取得せずそのまま退職した  

（父親）その他の内容 

・私が見ているので必要ない ・自営業なので仕事しながら子育てできた ・仕事が休めない 

・よほどの大企業や公務員でないかぎり父親の育児休業などありません  ・お盆休み中だった 

・自営業なので無理でした ・そのような事は出来ない ・特に必要がなかったため  

・育児休業の取得要件を満たさなかった ・取得する理由がないとの事 ・母親が面倒みるため 

・自営なので融通がきく ・必要がないと母親が判断した為  

・１０か月後退職 ・自営業で収入が減る為無理 ・有給休暇を取った 

・男性が育児休業とるという考えがない  

25.7 

35.4 

0.5 

5.1 

5.9 

25.4 

1.3 

16.5 

42.2 

2.3 

11.5 

2.3 

6.4 

6.9 

0% 25% 50% 75% 100%

18.3 

12.9 

8.6 

16.1 

1.1 

5.4 

5.4 

7.5 

32.3 

20.4 

3.2 

1.1 

18.3 

4.3 

0% 25% 50% 75% 100%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

仕事が忙しかった 

（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

仕事に戻るのが難しそうだった 

昇給・昇格などが遅れそうだった 

収入減となり、経済的に苦しくなる 

保育所（園）などに預けることができた 

配偶者が育児休業制度を利用した 

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった 

子育てや家事に専念するため退職した 

職場に育児休業の制度がなかった 

（就業規則に定めがなかった） 

有期雇用のため育児休業の取得要件を 

満たさなかった 

育児休業を取得できることを知らなかった 

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を 

取得できることを知らず、退職した 

その他 

無回答 n=93 人 n=393 人 
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満足度が

低い 

16.8% 

満足度が

やや低い 

29.0% 

普通 

43.2% 

満足度がや

や高い 

7.2% 

満足度が高

い 

1.0% 

無回答 

2.7% 

n=  511人 

満足度が

低い 

23.2% 

満足度が

やや低い 

24.6% 

普通 

43.5% 

満足度がや

や高い 

8.7% 

n=  69人 

満足度が

低い 

6.6% 

満足度が

やや低い 

32.8% 

普通 

47.5% 

満足度がや

や高い 

6.6% 

満足度が高

い 

1.6% 

無回答 

4.9% 

n= 61人 

２ 地域の子育て支援の環境や支援への満足度 

地域の子育て支援の環境や支援に対する満足度は、「普通」（43.2％）、次いで

「満足度がやや低い」（29.0％）となっています。 

 

問 30 地域の子育て支援の環境や支援への満足度の状況 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区別 

 

         富津地区        飯野地区 
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満足度

が低い 

15.6% 

満足度が

やや低い 

26.1% 普通 

47.2% 

満足度がや

や高い 

7.5% 

満足度が高

い 

1.0% 

無回答 

2.5% 

n=  199人 

満足度が

低い 

20.0% 

満足度が

やや低い 

26.7% 
普通 

33.3% 

満足度がや

や高い 

11.1% 

満足度が高

い 

2.2% 

無回答 

6.7% 

n=  45人 

満足度

が低い 

14.8% 

満足度が

やや低い 

48.1% 

普通 

29.6% 

満足度が高

い 

3.7% 

無回答 

3.7% 

n=  27人 

満足度が低

い 

14.3% 

満足度が

やや低い 

33.3% 

普通 

47.6% 

満足度がや

や高い 

4.8% 

n=  21人 

満足度が低

い 

26.9% 

満足度がや

や低い 

26.9% 

普通 

30.8% 

満足度がや

や高い 

11.5% 

無回答 

3.8% 

n=  26人 

満足度が低

い 

33.3% 

満足度がや

や低い 

22.2% 

普通 

44.4% 

n=  9人 

 

 

青堀地区             大貫地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉野地区                佐貫地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湊地区              天神山地区 
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満足度が

低い 

11.1% 

満足度が

やや低い 

55.6% 

普通 

33.3% 

n=  9人 

満足度が

低い 

28.6% 

満足度が

やや低い 

28.6% 

普通 

42.9% 

n=  7人 

満足度が低

い 

13.3% 

満足度が

やや低い 

20.0% 

普通 

40.0% 

満足度がや

や高い 

20.0% 

無回答 

6.7% 

n=  15人 

満足度が

やや低い 

60.0% 

普通 

40.0% 

n=  5人 

 

 

竹岡地区                金谷地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

峰上地区                関豊地区 
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問１０ 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）

からどのようなサポートがあればよいとお考えでしょうか。ご自由にご

記入ください 

地区 年齢 コメント 

富津地区 0 君津市の子育て支援センターまで行っているので、富津市にも作って

欲しいです。 

富津地区 0 日常用品や食品の買い物の際に、少しの時間、家で留守番しながら面

倒を見てくれると助かる。冬になると、インフルエンザなど流行する

ので、あまり人込みの多い所に連れて行きたくない。 

富津地区 0 初めての子育てはわからない事だらけで、周りの話を聞いても、昔と

今が違ったり、地域で話が違ったりするので、基準となる目安の情報

が欲しい。 

富津地区 0 予防接種のお知らせをして欲しい。 

富津地区 1 子供が発熱した時などにも保育所や幼稚園などで預かっていただけ

る環境があったら助かる家庭がたくさんあると思います。 

富津地区 1 より楽しく子育てできる方法、家事と両立しやすい方法をサポートし

てくれるとうれしい。 

富津地区 1 保育士が常駐する児童館、支援センターをもっと作って欲しい。公園

の遊具が立ち入り禁止でいつまでも直してくれないのはなぜですか。

一刻も早く直して欲しいです。 

富津地区 2 少しでも自分の時間があるだけでも気持ちが全然違うので一時預か

り等してくれるような場所が欲しい。 

富津地区 2 相談に乗ってもらえれば良い。 

富津地区 2 話を聞いてもらう。 

富津地区 2 母親だって人間です。いろいろある。でも、自分のわがままでサポー

トは頼みづらい。ただ、同年頃の子供を持つ知らない人と話したいで

す。 

富津地区 3 君津市のよう子育て支援センターでＰＴ、ＯＴの先生がいる施設。私

のように障害を持つ子供を持った親にとっては大切な事。 

富津地区 4 子供が外で遊んでいると「うるさい」と言われ、子供を外で遊ばせら

れない。子供が住みやすい所になって欲しい。富津市の人は自分の道

だと思い込みの強い人が多くて苛立ちもある。 

富津地区 4 子供が安心して遊べる施設。働きに行く時、預かる施設。 

富津地区 5 外遊びの際の安全面等のサポート。その人物の知識経験等の伝授。 

飯野地区 0 歯のケアして欲しい。 

飯野地区 0 ４ヶ月教室、７ヶ月教室、１０ヶ月教室よりもっと定期的に多く教室

を開催して欲しい。その際気軽に相談できるようにして欲しい。 

飯野地区 0 相談窓口のわかりやすさ。 
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地区 年齢 コメント 

飯野地区 0 病気の時でも預かってくれる施設、支援センターがあると助かる。 

飯野地区 1 家の周辺に同じくらいの子供がいるのかも分からないので、市の人が

間に入って、近所の子供同士顔を合わせる機会を作って欲しい。 

飯野地区 1 遊び場の整備や充実。道路の拡充。 

飯野地区 1 困った時に気軽に連絡して話を聞いてもらえると嬉しい。市役所での

教室の際に、別の子育てサポートの会のようなものが来ていた。つい

でに、どのようなものがあるのか見られて、すごくいいと思った。そ

のような場所があると情報をもらってもキッカケがないとなかなか

出向けないため。 

飯野地区 2 子育てに関する制度がどのようなものがあるのかもっと知る機会が

あっても良いと思う。富津市にいるのに君津市の制度や箱物を利用し

ていますし、医療費についても君津市とくらべてしまいます。 

飯野地区 2 子育て支援センターには行きたい気持ちがありますが、双子なので母

親一人で連れて行くには、ぐずったり泣いたりした時の事を考えると

抱っこも二人は重くて、出来なくなってきて、出掛けることができま

せん。双子や子供の多い家庭にやさしいサポートセンターみたいなの

ができると良いと思います。 

飯野地区 2 保育所等に来てお話ししてもらえる。 

飯野地区 3 ファミリーサポートを利用したかったが富津市になかった。ファミリ

ーサポートは必要だと思う。民間ヘルパーなどは、公共の交通機関で

行けるところが対象になっていることが多く駅が遠い上バスも走っ

ていない我が家は利用できない。子供手当の申請に行くのが困難だっ

た。産後体調もあまりよくなく外出がきつかった上、出産後２週間以

内に申請しないと翌月分からの支給になると言われ精神的にもきつ

かった。 

飯野地区 3 金銭面でのサポートが一番助かる。子育てに直結していませんが、歩

道や通学路整備の強化をしてもらえると親として安心出来る。 

飯野地区 3 託児所、図書館があると非常に便利。君津のコミュニティバスの様な、

市内を巡回するバスがあるといい。 

飯野地区 3 子供が急な病気でも仕事を休めない時の病気保育等があると、大変助

かると思います。医師の証明書提出を義務付けられている所もありま

すが、有料なので負担が大きく、書類も簡易化されると母子家庭は助

かります。 

飯野地区 3 気軽に困っている現状を相談に応じてくれる機関（土日等の対応）が、

必要であると考えます。 

飯野地区 3 子育ての為の独自施設など少なすぎる。支援センターや児童館など。

飯野地区 3 手頃な金額でできる学習や体験の場が欲しい。 



第５章自由記述 

75 

地区 年齢 コメント 

飯野地区 4 金銭的な面。医療保育のシステムがあると働いている母親は助かる。

飯野地区 4 病気の子を預かってくれるところ。祖父母に預けられないこともある

ため。 

飯野地区 4 直接的な交流がないかぎり、サポートをお願いしようと思っても、心

開くことが考えにくいです。サポート側の人員的問題があると思いま

すが子育て支援センター、保育所など十分なゆとりで支援や会話がで

きるよう考えて欲しいです。 

飯野地区 5 一人で抱え込むのは大変。やはり一番は親族内にいれば相談しやすい

はず。でも、いなければ幼稚園や保育園のママ友、先生が親身に聞い

てくれるだけで気持ちが楽になると思う。君津市の様に子育てしてい

る母が気軽に行ける場所があればなおさら良いと思う。 

飯野地区 5 育休があっても育休をとれる雰囲気ではない企業はたくさんあるの

で、そういった中小企業に行政からもアプローチして頂きたい。母親

学級だけでなく父親学級もあっても良いと思う。オススメの小児科や

産婦人科サークル、各幼稚園や保育園の情報がリアルタイムで知る事

が出来ると良いです。まだ情報量としては不十分です。 

飯野地区 5 時間又は分いくらで気軽に預けられる施設があると助かる。 

飯野地区 5 病気の時に預けられる保育園があればよいと思います。 

飯野地区 5 何かあった時に、安心して預けられる場所があると助かる。値段も安

い方がいい。 

飯野地区 5 近所に気軽に行けるお友達または公園が無いので、いつでもそこに行

けば遊ぶ事の出来る友達や場所が欲しいです。毎日のようにサポータ

ーがいる場所。 

飯野地区 5 仕事をする為の面接などで小さな子供がいる事で、仕事を断られる事

があるので、小さな子供がいても働ける様な社会になって欲しいで

す。又、子供の緊急時の病院など、分かる様にして欲しいです。 

飯野地区  困った時に電話や家に訪問して悩みを聞いてくれる、子供と直接話し

てくれる。仕事で遅くなってしまった時、本当は１人で家にいさせる

より、同じような子供が気軽に集えるような場所を提供して欲しい。

事故等あって、すぐにかけつけられない時、とりあえず、すぐ代わり

に行ってくれるようなサポート。 

青堀地区 0 近所にある公園など、いつも綺麗な状態で使用できるように草刈は、

定期的に行って欲しい。遊具の点検安全チェックして欲しい。子供達

は安全だと思い使用している。 

青堀地区 0 急な用事等ができた時に預けられる施設があれば。私立の保育所や保

育園もあるが人数によっては断られることもある。保育園によっては

職員の質が低い。日常的な常識ではなく自分たちにとって都合のいい
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地区 年齢 コメント 

ルールであったり、えこひいきは日常的。１～２歳の子供を感情的に

怒っていたり、園長が保護者の前で暴言を吐くなど、たくさんな保育

園があり先生達の質の向上のために研修や交替で研究発表や先生同

士の保育園訪問などを取り入れて欲しい。 

青堀地区 0 少しの間でも預かってくれる様なところがあったら、美容室に行けた

り、リフレッシュできたりしていいのになあと思う。お店の中に、託

児施設をつくるとかあったら便利かも。 

青堀地区 0 気軽に遊ばせられる場所、屋内などの広いスペースが欲しい。図書館

や学習スペースがあるような場所があるといい。入園前の幼児を、時

間単位で気軽に遊ばせてもらえるような幼稚園があるといい。 

青堀地区 0 仕事をしていなくても、一時預かりを安く安心して利用できる所があ

るといいです。 

青堀地区 0 買い物をする時に無料で子供を預かってもらえる場所があると助か

ります。 

青堀地区 0 地元でない方のために小児科のある病院や時間預かりなどの冊子み

たいなのが家に郵送されたりするとありがたいです。富津市は幼稚園

が少ないと思います。 

青堀地区 1 もっと子育て支援センターなど多くあるといいです。私自身も子供が

保育園へ入る前はセンターを利用していましたが曜日や時間に合わ

せるのが大変だったので君津の支援センターのように時間が朝から

夕方まであると助かります。 

青堀地区 1 気軽に預けられる環境。 

青堀地区 1 自分から相談をしたいが行政での相談機関は、どこに相談したら良い

のかわからないので、もう少し分かりやすく、また相談できる場を増

やして欲しい。 

青堀地区 1 子育てに関しての行事等の情報。 

青堀地区 1 シングルマザーの働き口。小さい子だと熱をよく出すので、働けない。

青堀地区 1 心や体の成長で不安なことがあったら気軽に相談できる。家まで出張

して頂けるとありがたいです。 

青堀地区 1 近隣に病児保育や病後児保育を行っている施設があるととても助か

ります。子供が病気になった時家で休ませられればいいのですが、１

週間以上登園出来ない場合、サポートが欲しいと思う事があります。

青堀地区 1 短時間気軽に預けられる施設。金銭的支援。 

青堀地区 2 夜熱が出た時や怪我した時など対応してくれる所が少ない。どうして

よいか心配で仕方ない時もあるので、相談に乗ってくれると心強い。

青堀地区 2 赤ちゃんの定期学級の様な定期的に集まる機会を作ってもらえると

良いと思います。自宅に引きこもってしまうので新生児期～小学校入
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学前まであると良いのではないか。 

青堀地区 2 緊急時に幼稚園等への迎えからその後まで安心して気軽にお願いで

きるところがあるといいなあと思います。子供の祖父母等親族が近く

にいないので、主人がいない深夜に何かあったりした場合、友人には

ちょっと頼みにくいし、友人にも都合があるだろうなど考えると出産

を控えている身としては不安があります。 

青堀地区 2 気軽に相談出来る機会が、定期的にあればよいと思う。 

青堀地区 2 もう少し遅くまで預けられる保育所が欲しい。 

青堀地区 2 子育て支援センターが近くにあるといいと思う。子育て中のお母さん

達が気軽に集まれる場所がない。 

青堀地区 2 仕事をしているので子供が具合の悪い時に短時間預かって頂ける場

所があると助かります。 

青堀地区 2 通院時などの付添、送迎。学童的な施設。自宅訪問。 

青堀地区 2 何らかのコミュニティの関係。 

青堀地区 2 保育園では病気の時、預けられないので、病気の時でもみてもらえる

と助かります。 

青堀地区 3 一時保育や託児所のような施設が増えると良い。料金も安く預けられ

れば気軽に利用できると思う。 

青堀地区 3 なかなか小さい子を連れて外出するのは大変なので、家庭を訪問して

の相談、電話相談の充実があると良い。携帯からのサイトも充実する

と良い。また、小さい子供を連れて買い物している時、優しい言葉を

かけてくれる大人ももちろんいますが、とても迷惑だ、という大人も

います。子供は未来の宝だという事を大人が自覚してもらい、もう少

し弱者の目線で見守ってくれると良いです。 

青堀地区 3 情報誌などからもっと身近に感じられるものがあれば良いと思いま

した。 

青堀地区 3 緊急時に安い金額で預かってくれる場所が市役所内などにあると安

心。学童や幼稚園に預けるにも学童は急な時などでも可能なのか仕組

みがわからない。 

青堀地区 3 子育てしている人が病気やケガなど急な時、サポートあればよいか

と。 

青堀地区 3 クリニックなどでの病後保育。発熱などで保育園を休み、仕事を休み

にくい時利用できると助かる。 

青堀地区 4 病気でも看てくれる様なファミサポや病児保育。 

青堀地区 4 保育園迎え。 

青堀地区 4 子育てで悩んだ時に気軽に相談できる人が居てくれると本当に救わ

れるし、前向きになれる。市役所の相談窓口などはとても役に立つと
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思います。 

青堀地区 4 緊急時に預かってくれる所。 

青堀地区 4 全く土地観のない人にしてみると小さい子向けの集まりの場がわか

らない。行動力ある人はいいが、そうでない人もいる。もっと細かい

情報が欲しいかも。 

青堀地区 4 うちは身近に相談できる人がたくさんいるので安心ですが、いない家

庭は気軽に集える場所や緊急時すぐに預けられるシステムがあると

いいですね。 

青堀地区 4 相談にいつでも乗ってもらえると、それだけで安心して子育てできる

と思います。 

青堀地区 4 病気になってしまった時（子供本人）、預けられる保育園や託児所が

あるといいなぁと思う。 

青堀地区 4 土、日、祝でも、気軽に預かってもらえるところがあると、助かりま

す。小学生でも低学年はまだお留守番は出来ないので、学童のような

もので、定期的ではなくても預かってもらえる所が欲しいです。 

青堀地区 4 私達みたいな両親が県外や遠方の場合、緊急な時にでも預けて頂ける

支援の力があると助かります。また、話せない多動な面がある為、一

人で迷子になった時など助けて下さった相手方が自宅以外で連絡し、

救出出来るようなサポートがあれば良いと思っていました。 

青堀地区 5 短時間でもいいから気軽に預かれる場所があればいいです。 

青堀地区 5 定期的に同い年の子供とコミュニケーションのとれる場所があると

良いと思います。 

青堀地区 5 子供が小さい時は、初めてづくしで、どうしたらいいか悩んだけど、

保育園の子育て支援センターに行き、話を聴いてもらいすごく助かり

ました。 

青堀地区 5 相談できる場所がすごく近いと助かる人もいるかもしれません。 

青堀地区 5 小学校に学童があれば良いなと思っています。 

大貫地区 0 地域の子育て支援事業に積極的に誘っていただけると嬉しいです。ど

うしても子供を２人では行きづらいので。 

大貫地区 0 普段の日常では、もうじき１歳になる子供と２人で過ごしています

が、病院に行ったり、たいへんな買い物の時には一緒に手伝ってくれ

る親がいますので大変助かります。行政の方からは４ヶ月、７ヶ月、

１０ヶ月と教室を開いていただき、子供の成長の記録をしていただい

たり、他のお母さん達とコミュニケーションがとれて安心な気持ちに

なれたりと有意義な時間を過ごす事ができる場でありがたいです。わ

からないことや不安がたくさんある中でそのような場がもっと短い

周期で定期的に伺えたらうれしく思います。 
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大貫地区 0 緊急時、用事の際の保育一時預かり。 

大貫地区 1 一時保育やベビーシッター等、気軽に預けられる制度が欲しい。手続

き的にも金銭的にももっと利用しやすいと助かる。 

大貫地区 1 保育園の料金をもう少し安くして欲しい。いいなと思える小児科が少

ない。君津がかかりつけ。 

大貫地区 1 病後児保育だけでなく、病児保育も行って欲しい。どうしても子供を

病院に連れて行けない事があるため。学童保育の時間が保育園より短

いため、今後仕事を続けていけるか不安がある為、改善して欲しい。

大貫地区 1 特に夜間、母親や兄弟が病気の時に、預かって頂けると助かります。

母親が高熱の時、当然父親は仕事を休めず、保育園や幼稚園の送迎が

困難だが、自宅での世話も困難である。 

大貫地区 2 だんだん動きも活発になるので家の中で過ごすのは親、子供ともスト

レスになります。今現在もそうですが、午前中１０時半頃には特に用

事がなければ和光保育園内にある「もう一つの家」へお弁当を持って

行き、２時頃に帰ってきています。気軽に遊びに行けるので本当に助

かっています。大人も子供も知り合いになれるし、いろいろな意味で

勉強にもなります。公園もあまりないし、あっても平日あまりにもす

いていると逆に母子だけだと危険そうです。 

大貫地区 2 富津市には気軽にいける施設が無いのでそのような場を作って欲し

い。支援センターが保育所でやっていると入れなくてはいけないのか

と思います。 

大貫地区 2 金銭的に保育所や幼稚園に預けるのはきついので、補助が欲しい。 

大貫地区 2 ０～３歳までの保育園入園の際、収入で金額が決まるのをもう少し下

げて欲しい。２歳時に入園しようとして高額だったのでやめました。

大貫地区 3 色々な家庭において経験談等が聞けると良い。 

大貫地区 3 子育てに関する情報イベント等がメールマガジンで配信されると良

い。広報やポスターだと見落としがあるのでメルマガを希望する。子

育てサポーターさんの制度をしっかり充実させて欲しい。二人目三人

目を出産するときに、子育てヘルパー制度がない富津市だと子育てが

困難。 

大貫地区 5 病気のケア方法。買物。掃除。通院。 

大貫地区 5 気軽に相談できる場所。 

吉野地区 0 子連れでいつでも歓迎してもらえる場が欲しいです。 

吉野地区 1 公園が近くにあるといいです。 

吉野地区 2 各保育所で一時預かりがあるが、預ける理由として仕事以外では預け

にくい。３歳になる我が子は周りに同じ年の子がいません。だからこ

そ集団で同年代とかかわりたいのにできない。一時預かり制度をもっ
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と活用しやすい形にして欲しい。 

吉野地区 2 気軽に悩みを打ち明けられる環境作り、関係性。保育園への送迎サー

ビス。 

吉野地区 3 行政に望むこと心理（児童心理）面に詳しいカウンセラーなどの配置。

専門的な見地からアドバイスして下さる方がいると気持ちが楽にな

るのでぜひ配置もしくは紹介して頂きたい。中央公民館で行われてい

る「おやこ遊遊ひろば」の拡大。全天候型の場所が土日もあると非常

にありがたい。運営は行政に限定せずＮＰＯなどでも。大きい公園が

欲しい。 

吉野地区 3 自分たちが子供の頃の様に色々な人から子供達に声かけをしてもら

えると良いと思う。教育面では、金銭的な援助、施設の充実があれば

助かる。 

吉野地区 4 普段見ている親や祖母が病気等で子供を見られない時、１日数時間で

いいから世話をしてくれるサポートがあれば良いと思います。 

吉野地区 5 土日でも気軽に子供を預かってくれる場所があると助かる。 

吉野地区 5 近所にもっと遊具施設や図書館などあったらいいと思います。 

佐貫地区 0 気にかけてもらっているだけで、うれしい、ありがたい、声をかけて

もらうとか。月１回とか今の月齢だとこんな感じですね、みたいなは

がき届くとうれしいです。 

佐貫地区 0 お金の補助。もっと多く同じ月齢の子達との集まりを増やし、情報交

換や相談、雑談などできたら良いかと。息抜きになる。 

佐貫地区 0 予防注射のスケジュールなど詳しく教えて欲しかった。 

佐貫地区 1 子育て中のちょっとした悩み嬉しかったこと、今日あった出来事など

何よりも誰かに話を聞いてもらいたい。共有したいのではないか。一

人で子育てを背負う重圧を減らしたい。周囲もわかってくれていると

いう安心感のようなものが必要であると思います。 

佐貫地区 2 市やその他の団体で土日のイベントをもっとやって欲しい。 

佐貫地区 3 気軽にしつけてくれたり、色々な事を教えてくれるサポート。気軽に

体を動かせる場所や教えてくれるサポート。時々母親ではなく客観的

な第３者から叱られたり、教えられる方が子供に響いていると感じま

す。 

佐貫地区 5 仕事等で世話できない時、預かってもらえる。 

湊地区 0 話しを聞いて頂けるだけで心が軽くなります。夫や親に聞いてもらっ

ても、言わなきゃ良かった、余計に嫌な気持ちになってしまう事が多

いですね。ホッとできる相手が欲しいです。 

湊地区 1 怪我や病気の対応や市などの支援情報。 

湊地区 1 生後～１歳頃までは予防接種が多くスケジュールが大変なので、１ヶ
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月か２ヶ月訪問で個々にスケジュールを作ってくれると安心なのと

忘れずに受けられるので助かる。母子手帳だけなく、本屋さんで売っ

ているような病気の本、離乳食の本を出生届したら、プレゼントなど

あれば嬉しい。当番医に小児科が少なくＴＥＬしても、断られるケー

スが多い。市外の当番医もわかるようにして頂けたら助かる。 

湊地区 1 天羽地区には、子育て施設が何もない。 

湊地区 1 金銭的支援。図書館の充実。近くに公園がない。 

湊地区 1 朝７～１９時まで預けられる幼稚園が欲しいです。また、勤務時間を

正社員でも短縮してもらえる制度が欲しいです。 

湊地区 2 気軽に相談できる窓口があり、利用しやすく。話はいっぱいしたいと

思うママは聞いて欲しいと思います。そのママからの話をよく聞けば

サポートの仕方が見えてくると思います。 

湊地区 2 相談できる場所も自宅近くにあると良い。平日の昼間だと仕事をして

いるので無理。 

湊地区 3 子育ての大変さをわかった人からのサポートは、とても心強く助けら

れました。やはり両親や身近にいる人が大切だと思います。子育てを

楽しめる様な環境をつくれる仕事場には理解や協力を。やりたいこと

をやらせてあげられる世の中になって欲しいです。 

湊地区 3 保育園や幼稚園に入園していなくても、短時間、子供を預かってもら

えるような施設。障害児を受け入れる学童。湊ひかり学園等もありま

すが、発達障害児が増えているので、対応が必要と思います。 

湊地区 4 近所の関係や家族の関係良くしていればあまり心配ないと思います。

母親が周りとコミュニケーションが出来る環境がないと一人では無

理だと思います。 

湊地区 5 具合の悪い時など相談に乗ってもらえると助かります。いろいろお金

がかかるので、どのような事で申請できるとか教えてもらえると助か

ります。 

湊地区 5 湊地区には学童がないので、共働きの家庭は帰宅後が不安である。 

竹岡地区 0 子供が遊べる場が増えるといい。働いている母親、または父親のため

に、土日に子供の健診などがあればいい。 

金谷地区 3 小さい子供を保育所に預ける場合お金が高い。パートでも育休がある

と良い。土日など緊急時、預かってもらえる場所があると助かる。 

峰 上 地 区

（環南地区

も含む） 

1 子供を保育所に預けているので、サポート面では保育士さんに相談で

きるので助かっています。ただ、父母共に片親で見てもらう事ができ

ません。何かあった時、飛び込める所があると助かります。 

峰 上 地 区

（環南地区

5 わからない事があれば、教えて欲しいですし、力になってもらえたら

良いです。 
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も含む） 

峰 上 地 区

（環南地区

も含む） 

5 時間外預けられる施設が少ないので、近くにできると祖父母不在の

時、助かると思います。 

関豊地区 2 子育てをしているお母さんなどの人達が集まれる場が欲しい。 

未記入 1 定期的に子供の発育や発達をみてくれるような家庭訪問や、集まりが

たくさんあると良い。 

未記入 1 子供がきちんと成長しているのかを定期的に確認し、それを相談でき

る場があるとよいと思う。木更津市では「にこにこ子育て相談」があ

り、公民館などで保健師さんが身長、体重を測定してくれ相談にも対

応してくれた。また月に何度か歯科衛生士さんや栄養士さんにも相談

できとても助かりました。富津市にも同じようなシステムがあると良

いと思います。個々の保育園でやっているからではなく市として取り

組んでいただきたい。 

未記入 1 ３歳未満児を対象に０歳児教育を定期的に行ってもらえたら保育園

に通っていない子供も親も、社会性ややりとりができてありがたいで

す。行政的には富津は保育料が高いので検討して頂きたい。 

未記入 2 仕事の休みの日に子供を預かってもらい、たまには息抜きしたい。 

未記入 3 子育てに困っている人はいるだろうから、プライバシーが守られる場

所で、それを聞いてもらえる様な所があればいい。何処にどんなサポ

ートがあって、どんな内容が聞いてもらえるのか、大々的に分かりや

すく広げて欲しい。 

未記入 未記入 安価で利用できる託児所を増やして欲しい。富津市は福祉面（子育

て・老人・障害者等）のサポートがあまりに少ないので力を入れて欲

しい。 
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いましたら、ご自由にご記入ください 

地区 年齢 コメント 

富津地区 0 同い年の子供のお母さん達が集まる場が妊娠時から欲しかった。 

富津地区 0 妊娠中に気をつけなければいけない事など詳しく教えて欲しい。 

富津地区 0 もう少し定期検診の料金が安ければ良かった。電車や駐車場で、妊娠

マークのついている場所を利用したら周りの目が冷たかった。 

富津地区 1 検査などに高額なお金がかかり負担が大きかった。 

富津地区 2 家族全員が仕事に忙しく慌ただしかった。妊娠期は不安などが多いの

で妊婦が、集まれるような場所や話を聞いてくれたり、アドバイスを

してくれるような人との集まり、一人で不安な時に気軽に一人でも行

ける様な場所があればよかったなと思う。 

富津地区 2 妊娠期の支援は、買い物代行などあるといいと思います。 

富津地区 2 病院以外での相談や質問できる場所があると助かる。 

富津地区 3 妊娠期、相談できる人が欲しかった。 

富津地区 4 産婦人科もなくなり祖母もいない家にとっては次の子は考えられな

い。日常的に気軽に安く利用できる、子供だけの施設があれば安心で

きる。 

富津地区 4 上の子を検診に連れて行くのが大変でした。 

富津地区 4 予防接種の案内をもっと詳しく教えて欲しい。 

富津地区 5 マタニティ教室などで、もっともっと母親同士に情報を公開させるべ

き。妊娠週数で区切らなくても良い。人数が少ないと盛り上がらない。

飯野地区 0 産休育休をしっかり取れるよう、行政が企業に厳しく働きかけて欲し

い。 

飯野地区 0 母親学級１回だけではなく、複数回行って欲しい。 

飯野地区 1 母親学級だけでなく、父親＆母親学級みたいな一緒に参加できるもの

があったらよかった。 

飯野地区 1 他の妊婦さんとの交流の機会があると良かった。妊婦に大切な予防注

射の補助があると良かった。ダウン症などの出産前検査がやりやすく

なったが、陽性となった場合の相談機関が充実すると良い。 

飯野地区 2 上の子を低価格で見てくれる支援所。妊娠している時は子供がいると

ゆっくり休んだり買い物ができないので、気軽に１～２時間預けられ

るところがあると嬉しいです。 

飯野地区 2 出産費用を補助して欲しい。相談する窓口を増やして欲しい。 

飯野地区 2 上の子の時よりも充実したと思うが、妊婦健診が高い。収入が減少し

ている時期に出費がつらい。 

飯野地区 2 産婦人科へ通ったくらいで、他には通っていなかった。気軽に出産に

ついて聞ける場所があると良いと思う。 
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飯野地区 3 母子手帳をもらいに市役所へ行った時に、市内で検診や陣痛時に利用

できるタクシー会社や分娩病院、助産院や生協やネットスーパーなど

を紹介してもらえるとありがたい。産前産後のヘルパーの派遣。千葉

市のエンゼルヘルパー事業のようなもの。今、第２子妊娠中なので上

の子が幼稚園にいる間に陣痛がきてしまったらと心配である。市原市

にある子育てタクシーがあれば子供を移動させられて助かる。ＨＰに

「イクトモ」市が提供する数多くの行政サービスとあったが、具体的

にどんなサービスがあるのか全く探せなかった。 

飯野地区 3 金銭面での支援がもう少しあると良かった。 

飯野地区 3 妊娠中の定期検診無料化。 

飯野地区 3 地域の慣れ合いのないきちんとしたサービスが出来るサポート。 

飯野地区 3 子供や赤ちゃんと触れ合う機会。 

飯野地区 4 検診時の無料券をもっと増やして欲しかった。 

飯野地区 4 母親学級は、ほとんどの方が産院などで受けていると思います。市役

所、保健センター、支援センターなどで母親学級を開いて頂き、母親

の交流の場を作って欲しいです。 

飯野地区 5 マタニティースイミングをやりたかったが、富津市にはプールすらな

かった。ジャンボプールの近くの温水プールは活気がなく、犯罪にま

きこまれそうな気すらした。マタニティーサークルも会議室のような

所ではなく、明るく開放感のある新しい施設があったら行ったかもし

れない。妊婦の勉強会のような雰囲気を、お茶会のような気軽に数名

の行政の人や先輩ママと妊婦同志で、数人グループで話せるサロンの

ような雰囲気にしたらいかがと。「質問ある人？」と聞かれても皆の

前で発言するのは気がひけるので。 

飯野地区 5 具体的な出産の仕方について、知りたかった。母乳は簡単に出るもの

だと思っていたので、苦労しました。 

飯野地区  妊娠している最中、インフルエンザが流行して自分も風邪をひいたり

して、どうなってしまうか、すごく心配したのでもっと気をつけるべ

きことの指導等、あっても良かったのではないかと思います。自分の

具合が悪くても保育園に迎えに行かなくてはならず、迎えに行けない

時に預ける場所があったら良いなと当時は思っていました。もっとそ

ういう所を増やして欲しい。 

青堀地区 0 妊婦検診が無料だと良かった。３Ｄや４Ｄでも無料にして欲しい。 

青堀地区 0 産婦人科が少ない為、病院がいつも混んで大変だったので産婦人科ができる

と良いなと思います。妊婦検診等無料になることもありましたが自腹の事も

多々あるのでお金がすごくかかって大変なので全額無料にして欲しい。 

青堀地区 0 出産後より妊娠期の方が、時間的に余裕があるので、その時に予防接
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種や子育て支援情報を得られる機会があればいいと思いました。 

青堀地区 0 母親学級はあるのを知っていたが、他の市で行っている両親学級が富

津市は実施されていなかったので残念でした。仕事をしていたので、

なかなか参加できないので、土日にも実施していると有難いです。 

青堀地区 0 妊娠期よりも産後すぐの支援があるとよい。上の兄弟に対するサポー

トや買い物など日常生活のサポートなど。 

青堀地区 0 マタニティビクスやマタニティースイミング等、体を動かすような事

ができる教室などがあると良いなと思います。 

青堀地区 0 予定日を過ぎた際の検診は、補助がなかったので、予定日を過ぎてし

まっても補助があると助かると思った。 

青堀地区 0 地元ではないので、知り合いや友達が少なく、産後ももちろん妊娠中

も話せるような友達がつくれるような会があったら、良かったのにと

思った。友達づくりができる場が欲しい。 

青堀地区 0 妊娠中の体調不良の時に、上の子供を預かって欲しかった。妊婦検診

の時に、上の子供をみてくれる場所があると助かる。 

青堀地区 0 富津は夜中のタクシーがなく、主人が夜勤の時出産の場合、どうした

ら良いか不安でした。そういう人の為の交通手段があれば良い。 

青堀地区 1 初めての事で何も分からず聞く人もいなくて、自分の体は大丈夫なも

のだと思って体の変化も分からずに病院へ行けば、平気かと思ってい

たが切迫早産になり、もっと色んな人に妊娠中の話を聞いていればこ

んな事にはならなかったのではないかと思いました。だから、もっと

妊娠中の人が集まっておしゃべりできる気楽な集まりがあると良い

と思います。母親学級は、決まった事や本で書いてある様な事しか教

えてもらえないので、おしゃべり的な所から色んな話をしてくれる方

に教えて欲しいです。 

青堀地区 1 検診や出産に費用がかかる。少しでも手当があると沢山子供産んで育

てようと気になると思う。 

青堀地区 1 経験者の方による必要なものリストを教えて欲しかった。 

青堀地区 1 妊娠中の人の予防接種の無料化。 

青堀地区 1 出産時期の近いママさん達と、お話し出来る場があったら良かったと

思う。ママ教室の定期的な開催。母親学級を、もう少し気楽に参加で

きる様な感じで回数多く。 

青堀地区 1 母親学級の回数を少し増やして欲しい。市役所は、１回きりだったの

で、あと２回くらいあっても良いと思う。妊娠時の食事教室の回数を

増やして欲しい。 

青堀地区 1 つわりがある人用に、母子手帳を送付したり、通院時に上の子を預け

られる支援があればよいと思います。市でサポートが有ると、妊娠期
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を安心して過ごせたかと思います。 

青堀地区 1 妊娠期に分娩予定の病院の母親学級に、何度も参加したのですが、と

ても参考になってよかったです。ただ、他に知りたいこともたくさん

あったので、市や子育て施設等に妊婦対象の教室がもっとあると良い

と思いました。 

青堀地区 1 妊娠期は海外に駐在していた為、定期健診やエコー検査もほとんどな

く不安でした。その際は、日本のインターネットサイトを参考にする

ことが多かった為、地域にそのような情報提供の場があったら嬉しい

と思います。 

青堀地区 1 君津市に在住していました。母親学級や両親学級が充実していまし

た。 

青堀地区 1 妊娠中も会社に勤めていたので、体調が悪い時も出勤していたので、

市の方から妊婦への仕事内容など忠告してくれるとありがたかった

です。 

青堀地区 2 市役所の方に色々相談に乗って頂いて安心できた。母親教室などで仲

良くなったママ達とも今でも付き合いができているので感謝してい

ます。ありがとうございました。 

青堀地区 2 妊娠期通院の医療費が無料になるとうれしいです。 

青堀地区 2 会社に休みをとれる制度があったとしても、現実はなかなかとれるも

のではないので強制的に休みをとる等の形でないと制度がうまく働

かないと思う。妊婦健診の補助券は大変ありがたいので、ぜひ今後も

支援していただきたいと思う。 

青堀地区 2 妊娠期の過ごし方や食事のアドバイスだけでなく出産後のすぐやら

なければいけない事などを教えて欲しかった。 

青堀地区 2 今現在妊娠中なのですが熊切産婦人科で出産できなくなった今、市外

へ行かなければならず、距離もあり不安が大きいです。先生を招いて

継続するなどできないのでしょうか？今いる子供達を支援していた

だけるのはもちろんありがたいことですが、新たに赤ちゃんが産まれ

なければ少子化をとめることはできないと思います。そういったとこ

ろの取り組みが見えないのが残念です。 

青堀地区 2 母親学級などの情報を入手できなかったので、参加できませんでし

た。広報ふっつ以外で知ることが出来ればいいと思います。 

青堀地区 3 免許がなく夫も出張で不在だったので健診など行く時がとても困っ

た。タクシーより手軽に使える交通手段があれば良かった。バス停も

遠く大変だった。 

青堀地区 3 健診がすべて無料。 

青堀地区 3 上の子がいると保育園の送り迎えだけでも大変な時もある。検診の時
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など気軽に預かって頂ける所があると便利かなと思う。 

青堀地区 3 私的には充実していました。母親学級なども楽しかったです。 

青堀地区 3 定期検診の全額補助。そもそも産婦人科が無い。熊切だけ。 

青堀地区 3 妊娠、産後にスーパーなどで買い物をした時、気を使ってくれて買っ

た品物を袋に入れてくれたり車まで運んでくれたりした時はとても

助かりました。振りかえって何があったらと聞かれても何も思いうか

びませんが、その都度意見を入れられるポスト、又はハガキが母子手

帳についてたりすると、思いついた時に書いて投函する事ができるの

で便利かと思います。 

青堀地区 3 今は違ってきていると思うが定期検診など自己負担が多かった。金額

も高かった。産院が少なく待ち時間も長かった。 

青堀地区 3 父親と母親一緒の、父母学級などで、初めてお父さんとなる人に、オ

ムツ交換の仕方や、げっぷの出し方など、お風呂の入れ方も含めて教

えてあげる。産後は、情緒不安定になる奥さんのフォローも大事です。

青堀地区 3 富津市ではどんな支援があるのかよくわかりませんが、充実している

とは思えません。妊婦検診の補助も君津市と全然額が違ったように思

います。 

青堀地区 3 妊娠期は富津市に在住していなかったので分からない。 

青堀地区 3 ０～１歳までは○か月教室や離乳食教室などがあり、子育て初体験で

の悩みを保健師や栄養士の方に相談できたりと助かり、ママ友達も出

来、素晴らしい取り組みだと思う。そのような教室が妊娠期にもあっ

たら良かったと思う。 

青堀地区 3 病院以外で出産前の母親学級みたいのがあったら行ってみたかった。

青堀地区 4 相談できる所が少なかった。 

青堀地区 4 病院だと料金が発生するので、毎月定期的に行う身体測定があると良

いなと思います。 

青堀地区 4 いざ入院になった時に上の子を預ける人や場所がなく、２人目を作り

たいが困難。そういう場所があれば安心して子供を産めるし作れる。

青堀地区 4 母親学級までいかなくても、ママさんになる方だけでの集う場、例え

ば日頃ちょっとした不安とか同じ境遇だからこそわかりあえるし、私

は、知らぬ土地での妊娠期を送ったのですごくさみしくて話せる相手

もいなかった。どうも市とかつくと敷居が高いというイメージで行き

づらい。 

青堀地区 4 出産後、保健士さんが自宅へ訪問してくれたのがうれしかった。宛名

の子は２人目の子なので、それまでの経験があったため、特に困るこ

とはなかったと思う。 

青堀地区 4 私は家族や友人に恵まれているので、不安はほとんどありませんでし
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たが今、２人目を妊娠していて今回は里帰りしないので熊切さんで産

もうとしていました。すごく近くて良かったと思っていたのに産科を

やめてしまって残念です。木更津の薬丸さんにしましたが、遠くなっ

てしまったし、すごく待ち時間もかかるので大変です。君津市もオー

プンは２月だし、やはり市内に産科が無いのはどうかと思います。 

青堀地区 4 上の子の時は君津に住んでいたので子育て支援がとても充実してい

ると思いました。赤ちゃんの頃に息抜き出来るような育児の先輩達の

意見をたくさん聞きたかったです。格安で子供を預かってくれる所が

あれば利用したかったです。 

青堀地区 4 初めての出産であったので、定期的に訪問してくれる制度などがあれ

ば、良かったと思います。 

青堀地区 4 現在はあるようですが、妊娠中の健診等、全て負担してくれれば良か

った。それに加えて、分娩費用も。 

青堀地区 4 下の子が生まれた時に、上の子をみてもらえる様な支援があったら良

いと思いました。 

青堀地区 4 買い物サービスや運転代行。 

青堀地区 4 上の子のことが不安でした。陣痛がきた時の上の子の居場所が決まっ

ていなかったので、夫や祖父母が病院に来るまでの支援があったら心

強いと思いました。 

青堀地区 5 当日急遽でも子供を預かってくれる場所があったら助かるなと思い

ました。 

青堀地区 5 上の子供を一時的に預かってくれる所があればいいと思いました。 

青堀地区 5 私の場合は環境に恵まれていて助けてくれる人や協力してくれる人

達が周りにいたので大変な事があまりなかったです。実家が遠い人達

が上の兄弟を急に預けられる所があったらいいなって言っていまし

た。 

青堀地区 5 人見知りだったので母親学級などにも参加しませんでした。もし、参

加していれば小学校へ行っても情報などを交換できるなと思いまし

た。もっと気軽に参加できる様なコミュニティなどあれば良いと思い

ます。 

青堀地区 5 健診に費用がかかる。上に年の近い子がいたりすると、健診も大変で

した。キッズルームみたいな所が、院内にあれば良かったです。育児

につかれた時もありましたが、お母さんたちの集まる所があり、気軽

に寄れればよかったですね。 

青堀地区 5 つわりがひどく３か月間外に出られず、初めてのお産は不安もあり心

が不安定でした。心のケアや訪問してくれたら嬉しかったかも。 

青堀地区 5 母親学級の回数がもう少し多くてもいいと思います。 
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青堀地区 5 妊婦でも働ける環境、支援、簡単な作業等。 

青堀地区 5 亀田病院にお兄ちゃんがお腹の中にいた時は学生さんたちや実習生

さんらが妊婦さんに話を聞くとかありました。でも、実習生さんも人

を見て、自分の話したい人を選び、話しかけたりしていました。不愉

快でした。それもあり富津の熊切さんへ見てもらう事にしましたが、

今は出産とかやらなくなったと聞きました。それ以外で支援は全くさ

れたことがありません。 

大貫地区 0 陣痛がきた時に病院まで乗せていってくれる家族はいますが、みんな

仕事を持っており確実に必ず連絡がとれるわけではなく、不安な気持

ちもあった時に都心ではタクシーとも連携がとれていてタクシーが

連れて行ってくれるサービスがあると聞き、それは安心だなあと思い

ました。私の自宅はタクシー会社も近いのでそのようだったら助かり

ます。夜は１２時でかわってしまうのでそれ以降の時間も走っていた

だければもちろん都会と富津市では状況も違いますが若い人の人口

が少なくなっていっているからこその何かの利点があったら、うれし

いと思います。熊切産婦人科で出産できなくなってしまったのは残念

です。近くに産婦人科があった方が良かったです。 

大貫地区 0 兄弟の保育所受け入れが、産前３ヶ月というきまりだが、つわりのヒ

ドイ時期も受け入れて欲しかった。 

大貫地区 0 妊婦が集まって体操したり、運動できる場所があったら、すごく良い

なと思います。楽しいだろうし、安産になるからです。 

大貫地区 1 妊娠中は他市だったのでわからない。 

大貫地区 1 家事代行サービス利用費補助など。特に二人目の妊娠時、上の子の相

手に加えて、家事をこなすのが大変だった。 

大貫地区 1 産院まで車で３０分かかる。血液型がＲＨマイナスの為、近所の産院

では受け入れてもらえなかった。こんな時は、どうすればいいのでし

ょうか？何かの手段があり「いざという時」には、利用できればいい

と思います。 

大貫地区 1 市内に産科が少なすぎる。 

大貫地区 2 食生活などの教室があったと思います。調理実習などに参加させても

らいましたがとても良かったです。 

大貫地区 2 気軽に入れる施設がない。公共の施設がなさすぎる。 

大貫地区 2 妊婦が集まる機会が少なすぎると思っています。病院だけでなくて妊

婦同士が集まって助産師さんや保健師さんに色々聞けたり、不安な事

が沢山あったのでみんなで話す場所があったら良かったと思います。

大貫地区 2 経済的に苦しいので、補助金等を増やして欲しい。２人目、３人目、

受診時預かってもらえると助かる。 
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大貫地区 2 高齢出産だったのもあり、妊娠期で子供がどのようにお腹の中で育っ

ていくのか、食事など勉強があると良かった。 

大貫地区 3 妊婦は虫歯になりやすかったり、産後治療に時間がとれないので妊産

婦歯科検診を実施して欲しい。二人目を出産するとき子育てヘルパー

制度が確立していない富津市では、出産後上の子の保育家事等が困難

で里帰りするしかなかった。 

大貫地区 3 車の免許がなく通院の時大変だった。産婦人科が少ない為、待ち時間

が長く苦痛でした。 

大貫地区 5 妊娠してからの定期検査はお金がかかるので、すべて無料で受けさせ

て欲しかった。 

大貫地区 5 母親学級の日数が少なすぎる。大勢で一度に受けるので個別の相談が

出来ない。担当の方が不親切、食育相談の資料は古いのではないか？

身近にある食材で調理方法を教えてもらいたかった。 

大貫地区 5 電話を定期的にかけてくれたり、訪問して頂き、困っていることはな

いか関わり続けて欲しかった。 

吉野地区 0 上の子供を一緒に検診に連れて行くのに病院内に保育士さんが居て

くれると助かったなと毎回思っていました。 

吉野地区 0 病院、図書館、子育て支援センター、全て君津市で利用させて頂まし

た。富津市にもあればよい。 

吉野地区 0 沐浴指導など両親そろって参加できるものがあったら良かった。 

吉野地区 1 産婦人科がないので困る。病院へ行く間や学校等の行事に気軽に低料

金で預けられる場が欲しい。買い物に出られない時のサービス。 

吉野地区 2 熊切産婦人科にマタニティビクスがあり、参加させてもらったので市

でもヨガやマタニティビクスの会があってもいいかなと思います。サ

ークルにすると参加しにくくなると思うから、妊婦教室みたいにハガ

キで送ってもらえると参加しやすい。 

吉野地区 2 マタニティヨガ等リフレッシュできる支援が受けられると良いと思

う。 

吉野地区 2 妊婦さん達の交流の場があったらいいと思います。 

吉野地区 3 湊保育園で行われたママさん教室に参加してとても良かった。そうい

った行事を産婦人科や保育所の提示版に貼りだすと目について良い

と思う。普段の生活の中でのフォローは、特別に外部の支援に頼るこ

とはしなかった。 

吉野地区 3 出産後の事になりますが、赤ちゃんが生まれて数ヶ月経った時に自宅

に新生児訪問で保健師の方に来て頂きました。わからない事等の相談

に乗って頂き、とても助かり心強かったのを覚えています。 

その中でも母乳育児について、もっともっとたくさんお話し出来た
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ら、そしてその後のサポートもあったら良かったなあと思いました。

吉野地区 3 産婦人科が少ない。もっと妊婦の不安や不満を聞いてくれる話しやす

い場所があれば良いと思った。妊婦の為の運動施設もあれば気軽に体

を動かせるし、周りが妊婦なら運動しやすいと思った。 

吉野地区 4 赤ちゃんに接する事が余りなかったので、出産後は、子供の世話に神

経質になりとても疲れました。○か月教室に妊婦さんも参加して産ま

れた後のイメージがわかるようになると良いのではと思います。 

佐貫地区 0 妊娠中はフルタイムで働いていたため、母親学級などの支援事業に参

加することは難しく、ただ横のつながりを作ったり、相談できる場を

もつために育児についての講座やおしゃべり会は月１回程度あると

いいなと思います。 

佐貫地区 1 上の子と歳が近いため産婦人科に検診に行くのが大変でした。預ける

人がいなかったので院内でもどこでもそういう施設があればいいと

思いました。 

佐貫地区 2 子供を２人とも富津市以外に住んでいた時に出産した為、健診以外は

まだお世話になったことがありません。ただ、市原市に住んでいたの

ですが出産前から満１歳までに毎月いろいろな行事があり、毎月参加

していました。８月は大きな体育館を２つ分借りて子供まつりをやっ

たり図書館でも毎週おはなし会や図書館探索をしたり、楽しく過ごせ

ました。ママ友もでき交流も広がりました。人口や子供が少なく大変

だと思います。その限られた中でもっと触れ合え、楽しめたらなと思

います。そういったイベントのお知らせも欲しいです。 

佐貫地区 2 妊婦の間の一時保育料の免除や送迎代行が必要。 

佐貫地区 3 病院に通うのが大変に感じる時があった。受診が終わるまで２時間程

かかり待ち時間が少ないと助かります。つわりがひどくて上の子をお

ばあちゃんがみてくれることが多々あり、誰かに少しでも看てもらえ

ると助かる。 

佐貫地区 3 妊娠期、妊婦健診時７ヶ月くらいまでつわりがひどく病院で順番を待

っている事がつらかったです。つわりがひどく、外に出られず頼れる

人もいない時、とてもさみしいと思います。何かサポートしていただ

けるといいなと思いました。 

湊地区 1 一人目二人目関係なく検診料に対する補助。子供を産むたびに市から

のお祝い金の充実。 

湊地区 1 支援とは少し違うかもしれませんが市内に産科が少なすぎる。前期２

Ｗに一度、臨月は毎週健診がある。君津も中央しかない。木更津まで

通うのは体もキツイし、交通費もかかる。検診の無料券。１４回まで

使えるとの事だが３～４回に１回は券を出しても差額が出てよくわ
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からない。 

湊地区 1 気軽に行ける施設がないです。近くに産婦人科がありません。 

湊地区 1 湊地区に住んでいたので母親学級等が市役所ではなく、市民会館で開

かれたら気軽に行けて良かったと思う。 

湊地区 1 妊娠期からの母親同士の知り合える場があるといいと思う。 

湊地区 2 産院、婦人科の情報がほとんどなく、木更津まで通っている。 

湊地区 3 今はかなり支援が増えていて、母親学級などは親切でかなりためにな

り、ありがたかったです。でも、検診代は今までに比べ、負担は減っ

たものの、産科医療保障制度など医院でかかる額が増えた。ベビーカ

ーやチャイルドシートなどのベビー用品は、市で貸し出してもらえる

と助かります。マタニティ服の再利用。 

湊地区 3 不妊治療への補助金制度。富津市にはお産できる産婦人科がないの

で、誘致してもらえるとありがたいです。 

湊地区 4 パートなど仕事を辞めなくても良いような環境作り。 

天 神 山 地

区 

4 母親学級等、市で支援していただく事業等にも参加でき、不安も解消

し母親同志のつながりから家族ぐるみで友達づきあいにも発展して

大変ありがたく思っている。保育所等で知り合う方々には知らなかっ

たり参加できなかったり、その辺のＰＲ活動の工夫が必要なのではな

いか。 

天 神 山 地

区 

4 同じ月数ぐらいのマタママとの交流が持てたらそういう場がもっと

多くあれば、マタママ期の不安の相談が少しでもできたらなと思っ

た。パパママ学級が少なすぎです。他県から参りましたがもっとあり

ました。ママの事、パパに一緒に考えてもらえるような学級を。 

天 神 山 地

区 

4 産婦人科を市内に増設して欲しい。検診に行くまで時間がかかり、流

産早産の対応が遅れてしまう。 

竹岡地区 0 働いていた為、平日の母親学級やヨガなどは、通いたくても通えなか

ったので、土日にやっていただけると嬉しい。 

金谷地区 0 母親学級等は、上に子供がいたり、病院等でも実施しているので、あ

まり参加したいと感じない。妊娠健診の補助金が多い方が、沢山子供

を産もうと思う。 

金谷地区 2 定期的な講習だけでなく平日だけでもいつ行っても良い、妊婦さん、

未就園児のママさんなどの交流の場所が欲しかった。 

金谷地区 3 職場に戻れるような支援。サービス業だと妊娠するとけむたがれる状

況だった。 

金谷地区 3 母親学級などに行きたかったですが、車に乗れなくて駅からも遠く、

バスなども特にないと言われたので、行けなかったのが残念です。 
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峰 上 地 区

（ 環 南 地

区も含む）

0 近くに子育て支援センターがないため利用できない。 

峰 上 地 区

（ 環 南 地

区も含む）

1 妊娠期は９か月まで仕事していたので、支援を受ける余裕がなかっ

た。 

峰 上 地 区

（ 環 南 地

区も含む）

4 妊婦検診は２人目の時は補助が結構あったので助かりましたが、１人

目の時にもあったら良かったと思いました。２人目の時もすごく助か

りましたが、この先３人目を考えていて、正直家計に余裕がないので

検診の補助をもっと長く増やしてもらえたらなあと思います。 

峰 上 地 区

（ 環 南 地

区も含む）

5 マタニティヨガとかやってみたかったです。 

峰 上 地 区

（ 環 南 地

区も含む）

5 母親学級の回数は以前住んでいた市より少ないように感じます。妊婦

検診、乳幼児検診の充実。 

関豊地区 2 母親学級の回数がもう少しあると良かった。もしくは個別訪問などし

てくれると良かった。市役所まで行くのは大変なので公民館など近場

であると良いと思う。 

関豊地区 4 地域により子育て支援センターがないため、利用することがないので

あれば利用したい。土日の利用に限定されるため利用は難しい。 

未記入 0 初めての出産だったので、何も分からず、母親学級等に参加しても、

いざ実際に産んでからでないと分からない問題を教えてもらえてい

たら良かったと思う。 

未記入 1 母親学級の回数が少ない。母親学級の内容が薄い。ママ友作りの交流

の時間がなかった。 

未記入 1 妊娠中は木更津に在住だった為、富津市の支援を受けていません。マ

タニティヨガや身体を動かす場があったらいいです。 

未記入 3 人と関わるのが苦手だからダメなのだろうけど、そんな人でもリフレ

ッシュできる様な子育てについての不安や心配がなくなる様な情報

が気さくに見られる場所があればよかった。 

未記入 4 上の子をつわりの時に一時的に見てもらえる。数時間でも見てもらえ

たら違うのにと思う。 

未記入 5 妊娠中の教室がもっと多いといいかも。ベビー用品のリサイクルを効

率よく回せるコミュニティセンターみたいな所があるといいです。 

未記入  働いていたので上の子を保育所に預けていたが、次女ができて体調に

不安があり、仕事を退職したので、保育所もやめなければいけなかっ
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たのが不便だと思った。 
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問３２ 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見

がございましたら、ご自由にご記入ください 

地区 年齢 コメント 

富津地区 0 支援センターが富津市にも欲しいです。 

富津地区 0 平日仕事をしているので、市役所で行われる教室に参加することが

難しい。土日もそういう場所を作って欲しい。 

富津地区 0 保育料をもっと安くして欲しい。預かってもらえる時間帯がもう少

し余裕があるといい。 

富津地区 0 富津市は支援センターの場所が分かりづらい。一日開いている支援

センターが欲しい。 

富津地区 1 富津市にも支援センターがあったらいいと思う。 

富津地区 1 保育料が高い。働いても保育料に取られるので少し改善して欲しい。

富津地区 2 保育料が不満です。世話がかかるので、保育料が高いのもわかりま

すが毎月の保育料で家計はマイナスです。友人の数人は保育園に預

けて働きたいと考えているが保育料が割高の為、働いていません。

富津地区 2 ３歳までの保育料が高すぎて思うように働けない。母親は何かと仕

事を休まなければならなくなってしまうので企業側も採用してくれ

る所が少ない。市や企業で子供を預かってくれる場所を増やして欲

しい。利用料ももう少し安くして欲しい。現在の職場は託児所があ

るが住まいから遠いし子供が少しでも具合悪いと預かってもらえな

いのでそういった所も少しは考慮してくれるような保育所が近くに

あったらとてもありがたいと思う。 

富津地区 2 保育料がとても高いと思います。これだけの金額を納めるのならそ

れなりの保育環境を求めたいです。気軽に預けられる場や、支援セ

ンターなど、もう少しあっても良いのかなと思います。 

富津地区 3 子供に発達の障害があるため、富津市などにも子供を預けられると

ころ。専門の幼稚園などがあればいいと思います。 

富津地区 3 働いている親にとって、サービス業などは土日預かってもらいたい

し、夕方や夜まで預かってもらいたい時もある。障害を持つ子供は、

親は産んだ時から仕事は出来ないと思ってしまう。しっかりしたＯ

ＴやＰＴは保育園では限りがある。木更津の「のぞみ牧場学園」の

ような所が富津にもできて欲しい。 

富津地区 4 公園設備の充実教育の関心（英語教育ピアノにふれる学校への備え

がある園が良い）、町の人が子供への関心がないと子供は居心地悪

い。伸び伸び遊んでいる子に「うるせー」なんて言うから、外遊び

を避けて家の中でしか遊ばなくなる。今の地域に対して怒りしかあ

りません。住み心地の悪い所を直して欲しい。富津市の大人に対し

て他市の方は驚いていました。 
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富津地区 4 家の周りに小さい子が少ないため、友達が出来づらい。そのため、

地域での支援がどこでやっているのか、どんなことをしているのか、

教えていただければと思う。健診時などにて相談をしなければ、答

えてもらえないというものではなく、妊娠時などからどこでどんな

ことをしているのか、詳しく教えていただければ助かります。 

富津地区 4 なかなか家族以外の人に相談しようと思わないので、市役所の方に

もなかなか思わない。もっとコミュニケーションを取れれば嬉しい

です。 

富津地区 4 もっと案内などで説明して欲しい。 

富津地区 5 ３歳未満児の保育料が高くて大変だった。仕事上、育休を取れるの

は１年間で出来れば３歳まで見てあげたい所でしたが、仕方なく仕

事復帰しました。もう少し保育料が安ければ良いなと思いました。

富津地区 5 子供がかかれる病院が少なすぎ、皮膚科や、耳鼻科が特に不便。同

居世帯が多いので、放課後サポートはあまり意味ないと思う。少子

化、過疎化で子供同士の切磋琢磨の機会が少ないと思う。もっと、

他からの移住を増やす為に、力を入れるべき。スポーツセンターが

あると良いなと思う。 

富津地区  近くにすぐ行ける公園がないので少子化ですが、是非公園を作って

頂きたいです。子供を持つ親のコミュニケーションの場としても子

供の発散としても良いと思います。広い土地があるのでもったいな

いです。 

飯野地区 0 子育て支援センターなどで母親同士が情報交換できる場をもっと充

実させて欲しい。市での教室の回数を増やして欲しい。同じ地区同

じ年齢の子供を持つ母親同士の集まりの場を作って欲しい。小学校

入学前や保育園入園前に近くに友人を作りたい。 

飯野地区 0 保育料を引き落しにして欲しい。働いていると保育料を納める時間

が、確保できないので。 

飯野地区 0 君津には支援センターがあるが、富津にはないようなので遊べる場

所が欲しいです。 

飯野地区 0 富津市の子育て支援センターを作って欲しい。 

飯野地区 1 富津市には小さな子供が楽しんで遊べる公園がない。中央公園みた

いなローラーコースターや他の遊具を富津市の公園でも作って欲し

い。ふれあい公園や港の所の船の遊具は木のトゲが出ていたり、滑

り台が急であぶない。富津公園のトイレは観光地にもかかわらず汚

い。市役所の教室に２歳児教室もあったほうが良い。皆がどんなイ

ヤイヤ期を乗り越えているかの話が聞きたい。年子の子育てママさ

んとの集まる機会があると良い。子育て支援センターが無いので市
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の子育て支援センターが欲しい。 

飯野地区 1 街灯が少なかったり、車道との境目があいまいな歩道が多く不安。

医療の補助制度はとても助かっています。乳幼児にとってリスクの

高い病気の予防接種の助成が拡充されると良い。 

飯野地区 2 習い事をさせたいと考えていますが近くになく、他市に行かなくて

はならない。情報を市でまとめて頂きたい。もし、既にあれば公示

してもらいたい。 

飯野地区 2 飯野地区は歩いて行ける公園や図書館がありません。図書館や公園

をもっと作って欲しい。散歩しながら行けて子供たちが遊べる場所

小さい子を連れてランチできる場所をもっと作って下さい。 

飯野地区 2 他市に比べて、保育料が高い。通学道路がせまくて危ない。歩道を

増やして欲しい。 

飯野地区 2 今後仕事をしたいと思っています。子供を保育園にお願いして風邪

などの時、お迎えが行けない時など病児保育をして下さるところが

ありましたら情報が欲しいです。お願いします。 

飯野地区 2 １歳半から３歳までの間に育児教室があるといい。歩いていける場

所にもう少し公園を作って欲しい。 

飯野地区 2 富津でもファミリーサポートは、行われているのでしょうか。もし

あるのであればホームページででも、わかりやすく確認できると嬉

しいです。育児を支援サポートしてくれる手段は、たくさん知って

おきたいです。保育料（公立）は、引き落しかコンビニ払いにはな

りませんか。月１ではありますが、銀行まで行かないといけないの

が少し負担に感じます。 

飯野地区 2 保育料が高すぎる。 

飯野地区 2 病児保育がないのは遅れている。集団での健診に時間がかかりすぎ

る。働く母親は休日の調整をしたりして作った時間なので、有効に

使えるやり方をして頂きたい。保育料が高い。働いても負担が多い。

飯野地区 2 保育所に通っているが幼稚園と違い、教育について不安がある。ど

んな教育をしているか知りたい。 

飯野地区 3 富津市には託児所やベビーシッターの派遣といったサービスが無

く、子育てをサポートしようという対策がないと感じる。保育園の

一時預かりを利用してみようと思ったが預ける時間が決まっていた

り、持ち物も決まっていたり、子供を個別に対応してくれることな

く他の園児と同じスケジュール、持ち物や行動を要求された。飯野

保育所で「あまりにも泣く様なら電話するので迎えに来てください」

と言われて諦めた。結局、必要な時は、千葉市内・都内の託児所を

利用した。君津市は市立の幼稚園があるが富津市にはない。 
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君津市の市営プールは市民半額なのに富津市のジャンボプールは何

の優遇もない。 

公園はあるが遊具が古かったり、壊れていてもそのままになってい

て人気もなく怖い。 

飯野地区 3 歩道、通学路の整備強化。 

飯野地区 3 年々複雑になる予防接種について、母子手帳だけではわかりづらく、

任意の物でもハガキで対象の予防接種はこれですと、通知があると

有難いと思った。富津は、託児所、図書館がないので、作って欲し

い。産後の保健指導で自宅に訪れる人は、母親の気持ちに沿える優

しい心遣いができる人が来て欲しい。 

飯野地区 3 保育士さんの雇用条件を、良くして欲しい。理由は、質が向上して

安心して預けられるのではと思います。 

飯野地区 3 育児休暇中に家で子供と２人きりの事が多く、その様な時に支援セ

ンターのような同じ年代のママや子供が、自由に関われる施設が近

くに欲しかった。 

飯野地区 3 子供が病気、ケガにおいて保育施設など、対応が出来る行政の対応

を検討していただきたい。 

飯野地区 3 公園が少ない。都内から引っ越してきたが、子育てに関するすべて

が遅れている。 

飯野地区 3 図書館等、子供が利用できる公共施設を作って欲しい。 

飯野地区 3 図書館。寺子屋のような無料で利用できる教育の場。 

飯野地区 4 子供が病気の時に預かってくれる場所があれば母親も気軽に働ける

環境ができると思う。 

飯野地区 4 学区にこだわらず希望する小学校に通えるように。 

飯野地区 4 近所に子供を遊ばせるための公園が少なすぎる。いつも車で君津な

どにつれていくが歩いて行ける距離にあると助かる。歩道がない道

路があり、そこを子供がたまに歩いていて非常に危険。夜になると

街灯もほとんどないため暗くて怖い。どうにかして欲しい。 

飯野地区 4 富津市在住です。小学生、幼稚園の子供がいますが近くに公園がな

くて困ります。特に小学校が遠く、広場も学校に近いため、外で遊

ぶ時はボール遊びができるような広いスペースがありません。近く

に空き地がたくさんあるのを見るとそういった空いている場所を子

供達に提供していただけないものかと思います。 

飯野地区 4 市役所内で子供の健診をしますが、健診する部屋は、十分広いので、

ミニ図書館があれば絵本を通じて、保健師、母親、子供の交流にな

るのではと思います。 

飯野地区 4 図書館は、いつできるのか。子育てのインフラが全く整備されてい



第５章自由記述 

99 

地区 年齢 コメント 

ない。 

飯野地区 5 施設がなさすぎる。既存の施設は古くて陰気臭いところばかり。 

雨の日でも子供達が自由に遊べる様な児童館が沢山あるといいで

す。図書館公園プールなど。学童保育に外国人講師の方を常駐させ

て欲しい。出来れば放課後は英語オンリーでコミュニケーション能

力を遊ばせながら身につけていければ富津市の売りになると思いま

す。 

飯野地区 5 保育料金を君津市みたいに細かく設定して欲しいです。富津市の方

が明らかに高い。子育て世代を富津市に増やす為にも保育料の格差

の調査を是非お願いします。君津市にある子育てセンターが欲しい

です。 

飯野地区 5 富津市の公園は満足しているが遊具が木で出来ている公園はコケが

あり遊べないのが残念です。飯野小学校通学路の側溝にふたがない

所があり子供が安全に通学出来る環境ではない。病気の時に看ても

らえる保育所があると良い。子育て経験のある定年後の方たちに預

けられると雇用も増え働いているお母さん達も助かる。子供が自転

車で通える範囲に公園がある又は学校校庭開放日を設けてくれると

伸び伸びと遊べる。 

飯野地区 5 乳幼児、幼稚園、小学生と年齢にあった支援センターだと利用しや

すい。値段が安いと預かりも利用しやすい。 

飯野地区 5 公園がほとんど無いので、すぐにでも作って欲しいです。子供が行

ける所が少ないし、道路は危ない所が多すぎる。歩道も無かったり、

カーブで見えにくいところに横断歩道があったり、自由に好きな所

に行かせてあげられないです。 

飯野地区 5 どの学校にも少なからずイジメがあると思います。学校だけでなく、

市の方とでも相談など出来る機会があればと思います。 

飯野地区 5 特別に恵まれた保育園で平日過ごせているので、親も安心して仕事

ができるし、子育てに悩む事もなく生活できています。春から小学

校なので、急な出来事に対応してもらえる預かり先などあると助か

ります。 

飯野地区 5 飯野地区には子供が安全に遊べる公園などがありません。病後児保

育できることをもっと宣伝すべき。あまり浸透していない。予防接

種の助成金をお願いしたい。 

飯野地区  働く女の人にとって、まだまだ働きづらい環境です。会社では残業

も普通にあり、でも保育園には早く迎えに行かなくてはならず、な

かなかハードです。もっと、ゆとりを持って子育てできたらどんな

に良いだろうと思います。親も年をとっているので、なかなか預け
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るのが難しくなってきています。保育園だけではなく病気になった

時など見てくれる場所があったら嬉しいです。そんな地域になって

くれる事を望んでいます。 

飯野地区  休日や病気の時でも安心して預けられる環境があれば就労できるの

にと思います。 

青堀地区 0 子育てにとてもお金がかかる。保育料も高いので病気等で仕事を休

んでばかりだと保育料支払うのも大変です。子供が病気になるのは

避けられないので色々大変。子供手当増額してくれたら嬉しいです。

青堀地区 0 子育ての為の支援の情報が得にくく、分かりにくいです。ＨＰみて

も分かりませんでした。子育てマップみたいなのがあると嬉しいで

す。市から「ライフサポートファイル」と「すくすくファイル」を

もらいましたが、ひとつにまとめられないか。母子手帳もあり、重

複しすぎかと思う。 

青堀地区 0 富津市内には乳幼児が遊べる公園が少なすぎる。新浦安駅前にある

交通公園は市が運営し、１日いても飽きない。又、図書館を充実さ

せて欲しい。消防署にお金をかけるのはかまわないが、それ以上に

教育に力を入れて欲しい。高い税金を払っても防災や高齢者に使わ

れ、これから未来ある子供への教育には力が入っていない。県外か

ら来た人のほとんどが教育面に力を入れるような体制を整えない限

り若い世代は移り住んでこないし、過疎化が進むと思う。未就園児

が参加できるリトミックや絵本の読み聞かせ、遊びの場を公共施設

でもっと行って欲しい。 

青堀地区 0 育児学級を土曜に開催していただけると参加しやすい。予防接種の

付き添いに会社を休んで対応するので、多少の負担があります。回

数が減るか接種当日も保育園等が預かっていただければ有難いで

す。 

青堀地区 0 分からないことだらけなので、まとめた書類を頂けたら助かります。

青堀地区 0 任意の予防接種について、補助が出るか義務化して欲しいです。 

青堀地区 0 たまには、髪を切りに行ったり、リフレッシュしたいと思っていま

す。短時間だけでも、そういった理由で、預けたりできる施設があ

ったらいいのではと思います。 

青堀地区 0 天候の悪い日でも、子供が自由に体を動かせて遊べるようなところ

があるといい。 

青堀地区 0 出産一時金が低い。一人親に対しての援助額をもう少しあげて欲し

い。君津には住宅手当がある。 

青堀地区 0 富津市は保育園の料金設定が高い。もう少し安くなりませんか。 

青堀地区 0 家に住んでいる人全員が働かなくても保育園に預けられるようにし
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て欲しい。 

青堀地区 0 青堀駅はエレベーターがない上歩道橋が多いので、電車を使いたい

が上の子と下の子、ベビーカーなど抱えて上り降りするのが大変。

駅員さんも２人いる時でないと手伝えないとのことで不便すぎる。

前から伝えているが改善されない。 

青堀地区 0 誰でも気軽に相談できる場所があって、気軽に頼めるシッターさん

などがいてくれるといいなと思います。 

青堀地区 0 青堀近辺に幼稚園ができると助かります。保育所でも満足していま

すが、下の子が小さいので保育料が高く、働きに出ても保育料にも

満たず体力的にも経済的にも負担が大きいです。 

青堀地区 1 仕事を始めると保育園で色々な病気にかかり、初めの半年は仕事に

ならずに病気させる為に園に行かせていると、祖父母から言われた

りして子供の事、仕事の事、義父母の事で本当に体力的にも精神的

にもおかしくなりそうでした。病気の時でも預かってくれる所があ

ると助かります。 

青堀地区 1 富津公園の遊具がいつになっても直らない。小さな子供が遊ぶ事が

できる公園がない。保育園は行きづらい。君津市のように支援セン

ターを作って欲しい。雨の日、夏の日、冬の寒い日など遊ばせると

ころがない。公民館や市役所の使ってない部屋で充分なので知育玩

具や絵本があれば利用したい。子供は沢山欲しいのでもっと充実さ

せてください。よろしくお願い致します。 

青堀地区 1 子育て支援センターが特定の園の中でされているので、その園に将

来通わせるつもりはないので行きづらいです。他市のように専用の

建物内であると利用したいです。 

青堀地区 1 色んな職種があるので預かりの時間や早朝の仕事の人にも安心して

預けられる保育園幼稚園が欲しい。お金がないからみんな働くのに

預かりや延長料金を取られていたら、何の意味もない気がする。 

青堀地区 1 発達障害児が増えている中、近くに相談できる場所がまだまだ少な

く相談できても病院が予約いっぱいですぐに対応できない。相談、

ケアしていける態勢を整えて欲しいです。 

青堀地区 1 市役所の健康診断で２歳児がないのが疑問。住宅地内の公園の設置。

近場に遊具のある公園がない。 

青堀地区 1 シングルマザーなので、仕事より子供を優先していましたが、小学

校に上がると午前で帰宅があり、夏休みなどは仕事ができません。

児童センターみたいなのは、お金が高すぎて預けられないので、も

っと子供の事をわかってくれる仕事先があればと思います。 

青堀地区 1 もう少し利用料金が安くなると、利用者が助かります。保育料は高
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く、働いていても半分ぐらいなくなってしまうので、預けて働いて

いるのが良いのかとたまに考えてしまいます。保育料の見直しをし

て欲しいと、強く願います。 

青堀地区 1 以前、保育園の一時預かりに子供を預けようとしたところ、参観日

の為できないと断られました。体制を整えれば、通常の開園時には

預けることが可能だと思うので、整えてもらえると助かる。時間も、

20：00 頃まで延ばしてもらえると何かあった時の助けとなると思

います。 

青堀地区 1 通学予定となる青堀小学校の、校舎の老朽化が心配です。子育て支

援センターが数少なく、場所も狭いので増やして欲しいです。公園

として機能している公園が、少ない様に思います。 

青堀地区 1 小さい子供が遊べる安全な公園が欲しいです。富津には公園が少な

いので、君津や木更津まで行っています。 

青堀地区 1 君津市のような図書館や支援センターが欲しい。 

青堀地区 1 図書館が駅の近くに欲しい。気軽に入れる支援センターがあればい

い。 

青堀地区 1 土日など休日も利用できる屋内の公園があったら連れて行きたいと

思いますし、そのような場に相談できる窓口があったら本当に困っ

ている人も利用しやすいのではないかと思います。現在の保育園で

は延長保育を行っている事を理由に選びましたが、時間帯を幅広く

設定してある保育施設が増えたら良いと思いました。 

青堀地区 1 共働きの為、仕事が終わってから子供を病院に連れて行こうとする

と受付時間を過ぎてしまうので、病院の診療時間をもっと延ばして

頂けると助かります。 

青堀地区 1 公園の設備を整えて欲しいです。子供は立入禁止と書いてあっても

理解できず、遊びたがるので、早めに直すか新しい物を入れて下さ

い。袖ヶ浦市のように大きな公園がいくつかあると良いです。 

青堀地区 2 市役所で場所を開放して欲しいと思っていた。なかなか友人を作る

のは難しいのでそういう場所があると思うだけで安心できると思

う。特に初めての子供を育てる時は不安なので同じ思いしている方

などや専門の方などにお話できると助かります。 

青堀地区 2 医療費無料になってくれると助かります。遊具の多い公園が増えて

欲しいです。 

青堀地区 2 支援事業の詳細がよくわからない。どのようにすれば利用できるの

かなどもっと教えていただきたい。 

青堀地区 2 働きたいが子供が小さく保育園に預けるとものすごく保育料が高く

て働いても保育料分しか稼げない。もう少し安くして欲しい。病院
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代を無料にして欲しい。 

青堀地区 2 富津公園の遊具は壊れているままずっと放置されているものもあっ

て遊び場の整備がされていないのが不満。雨の日でも遊べる所があ

ると良いです。 

青堀地区 2 支援もそうですが、安心して子供が遊べる自然と人が集まるような

施設、公園を増やして欲しいと思います。公園もあるところにはあ

るけれどもないところには全然ないし、あるけれどもただ広いだけ

で遊具などなくつまらない。草が伸び放題で遊びにくい等々。 

青堀地区 2 ファミリーサポートの面で、富津市にもベビーシッターさんや、当

日ＯＫの子育て応援施設があったらなと、いつも思います。自宅に

来てくれるサポートもあったらなと思います。 

青堀地区 2 公園などトイレが汚い。オムツをかえる場所がない。授乳など出来

る所がない。 

青堀地区 2 子育て支援センターを富津市に作って欲しいです。地域の方々との

交流もできると思います。図書館も作って欲しいです。 

青堀地区 2 公園が少ない。もう少し小さい子供が遊べる場所が欲しい。 

青堀地区 2 サービスがなにも無いです。図書館が欲しいです。保育料が高いで

す。 

青堀地区 2 保育園の支払いを振り込み、または引き落としにして欲しい。 

青堀地区 2 保育園に預けて満足していますが保育料が安いと嬉しいです。 

青堀地区 3 子供が生まれてしまうと子育て相談の窓口は多々あるが子育てとい

うか子供の問題ではなく、自分の気持ちの問題とか相談するにはど

こに話していいのかよく分からないです。 

青堀地区 3 学童を増やして欲しい。 

青堀地区 3 経済支援を含めて３人目以降の制度をもっと充実させて欲しい。 

青堀地区 3 保育園の中で行われている支援教室や市の教室等はとても充実して

いますし、上の子もとてもお世話になりました。しかし、誰もが気

楽に気軽に使える場があまり充実していないような気がします。公

園の遊具が壊れたままになっていたり、全く遊具のない公園も沢山

あったりもったいない気がします。図書館ももう少しあると良い。

親子で気軽に楽しめる場を作って欲しいです。 

青堀地区 3 富津は他市に比べて、子育ての環境行政が遅れているとつくづく感

じます。市川市から越してきて、また、君津市、木更津市の行政サ

ポートを調べて、子育て支援センターの確立があると良いのではと

思います。ファミリーサポートセンターや、病後児保育、学童保育

の時間延長があるととても助かります。 

青堀地区 3 以前に外出先で引っ越しされてきて、まだ３ヶ月位のお子様を抱っ
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こされたお母様に声を掛けられたことがあります。近くに知人もい

ないということ。両親も遠方との事。子育て支援センターのことも

知らなかったようです。相談をしたりする方が身近に居ないとのお

話でした。外出先で目に届くところに案内やお知らせのコーナーな

どがもっと沢山あれば良いと感じました。富津広報などは、特に役

に立つと思います。新聞をとっていない知人にもあげたことがあり

ます。 

青堀地区 3 近隣の市に比べて公的補助が手薄。習い事をさせたくても選択肢が

無い。高校生になると電車通学になると思うが本数が少なすぎる。

たくさん本を読ませたくても図書館が無い。今は君津まで行ってい

る。夜間救急が木更津まで行かないといけない。 

青堀地区 3 富津市では子育てサポートが少ないと思います。子供が急な病気等

で親が迎えに行けないときなど地域でもう引退した方がサポートし

てくれるとか、していただけたら良いと思います。 

青堀地区 3 君津市まで図書館の利用をしていっているので富津市にももっと充

実した図書館を作って欲しい。 

青堀地区 3 子育て支援センターの明確な設置と、わかりやすいインフォメーシ

ョン。夜間緊急時に対応可能な医療機関。児童手当の拡充。保育事

業に対しての、助成金の検討。 

青堀地区 3 無料で子供を預けることの出来る施設があったら、良いと思います。

青堀地区 3 ○歳時検診というのに、２回行きましたが、やり方が良くないと思

います。特に栄養指導の時は、小さい子をひざに抱えて話を聞くの

が難しい。君津市に比べ、支援センターや図書館での読み聞かせな

ど、いつでも気軽に行ける所が富津市にはないので、良いところは

ぜひ参考にして欲しい。保育所の先生がすぐ辞めてしまい、担任が

コロコロ変わることに不安を感じています。 

青堀地区 3 図書館や公園などの施設の充実を図って欲しい。 

青堀地区 3 病後児保育は本当に必要。子供の風邪などで休みを取るのは、かな

り大変。 

青堀地区 3 入所前はおひさま広場に参加させてもらった。良い取り組みだと思

う。青堀保育園や和光保育園で行っている子育てサロンを公立保育

園でも出来ないものか。素晴らしい保育士の方が居て素晴らしい保

育をしているのに、皆私立の保育園に入所してしまい、もったいな

いように感じる。公立こそ子育てサロン的な事をすべきではないか

と思う。 

青堀地区 3 ３歳までの市役所でも身体測定とか学級があるが、５歳、７歳とか

まであっても良いと思う。 
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青堀地区 4 保育料が高く、何でも悩みました。 

青堀地区 4 図書館等もっと充実した施設があると良いと思う。 

青堀地区 4 医療費や予防接種などをもっと安くして欲しい。君津市は０円。 

青堀地区 4 公園の故障中の遊具を直すか新しいものにして欲しい。不審者が

時々、目撃されているようなのでパトロール、見回りを強化して欲

しい。 

青堀地区 4 宛名の子は３５歳時の出産です。父母の親、両祖父は他界、両祖母

は高齢で介護や通院が必要で、子育てそのものより親の面倒をみる

ことやその都合をつけることが大変でした。自宅での仕事なのでな

んとかこなしてきましたが、よそへ勤めるというのは無理だと思い

ます。女性の社会進出に伴い高齢出産者は多いと思います。高齢で

出産する時、その親はすでに介護が必要だという事も多いと思いま

す。子の父親が子育てに全面的に参加するというのは現実的ではあ

りません。子の母親の負担は増す一方です。仕方ないのですが、母

親への支援、相談があるといいかな。小学校でのスクールバスを導

入して欲しい。 

青堀地区 4 公園が少ない。古い。使えない遊具が多すぎる。新しい公園を作っ

て欲しい。支援センターを新しく作って欲しい。 

青堀地区 4 ２年後に小学校に入学します。「毎日学校に行くのが楽しい」と思え

るような先生に出会える事を期待します。 

青堀地区 4 富津は子育てにいろいろ支援があってとても楽しく過ごせていま

す。子供達が安心して遊べる場所がこれからどんどん作られていけ

ば利用したいです。子供は、大切な財産なのでこれからも大事に育

てていきたいと思います。 

青堀地区 4 保育料を引き落としできる様にして欲しい。仕事があって保育園に

預けているのだから銀行へ行く時間が取れない事をわかってもらい

たい。 

青堀地区 4 中学校まで医療費を０円にして欲しい。図書館を作ってもらいたい。

君津市にあるような好きな時間、曜日に行ける子育て支援センター

が欲しい。子供が楽しめる公園をもっと増やして欲しい。 

青堀地区 4 現在通っている保育園は、学習、運動等、とても充実している保育

園です。内容はとってもすばらしいと思うのですが、教える保育士

が必死になりすぎて、子供ができないと怒り、しまいには児童、幼

児にやつあたりする始末です。保育の環境、保育士、先生の指導を

行政からもお願いします。 

青堀地区 4 富津にアスレチックがあるような、大きい公園を作って欲しい。公

園はあるが、遊具が少ないし、同じような物しかない。働く母親が
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多くなってきていると思うので、学童などの学費をもう少し低くし

て欲しい。 

青堀地区 4 定期的に預かってもらえる学童はあっても、一時的なものはあまり

ないので、そのへんが充実してもらえると助かります。 

青堀地区 4 小学校の低学年の頃は、共働きの場合、放課後も学校に居られる様

にしてもらえるか。 

青堀地区 4 自分専用の担当者がいると最初から説明することなく、事情も理解

して貰いやすく助かると思います。富津市役所の福祉課の皆様、健

康づくり課には色々助けて頂き、恩人であります。 

青堀地区 4 保育園に行っていますが、平日行事が多く年休を取らざるを得ない

状態です。市役所では分からないような保育園、幼稚園の詳細を提

供してもらえればと思います。 

青堀地区 4 公園の遊具の屋内で遊ばせることのできる施設。 

青堀地区 4 平日は仕事をして保育園に子供を預けていると、休日は子供の世話

と家事で息が詰まりそうになることがある。リフレッシュのために

保育園に預けたいと思うが、仕事が休みの時は利用しない様言われ

ます。年に数回でもリフレッシュの為に子供を預けられたらと思い

ます。病後児保育はありがたいですが、本当に必要なのは病児保育

だと思う。できれば通わせている保育園でできれば親子とも安心で

す。 

青堀地区 4 君津市のような子育て支援センターがあると利用しやすい気がしま

す。保育園での併設では利用しにくい。富津市は公園も少ない。ふ

れあい公園では小さい子供を安心して遊ばせられないです。遊具も

ないですし、子供と二人では絶対行けないです。遊具を作って欲し

いです。 

青堀地区 5 医療費の負担額を出来れば 0 円にしてもらえないかと思います。学

校を綺麗に建て直して欲しいです。昔からある校舎もあり古くて汚

いのでいい加減にして欲しいです。駐車スペースもきちんと確保し

て整備して欲しいです。市民から集めた税金をもっと有効的に使っ

て欲しいです。 

青堀地区 5 そもそも市がどんな支援をしているのかすら、世間一般に認識され

ていないと思う。もう少し市からの冊子などで案内して欲しい。 

青堀地区 5 富津市には子供を安心して遊ばせられる公園がない。子育てに対し

て環境が整っていない。（君津は医療費が無料）。 

青堀地区 5 学童保育料がもう少し安かったらいいです。パート位だと払えない

ですね。子供医療費をただにして欲しいです。他の市はただですよ

ね？もう少し子育てしている家庭を助成して欲しい。家も３人産ん
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だのでお金が必要です。 

青堀地区 5 公園に行っても、遊具が少ない。マナーに悪い人がいたりします。

歩き始めたばかりの子を持つ親は、とてもゴミやタバコのすいがら

などは気にします。 

青堀地区 5 保育料を口座引き落しにして欲しい。富津市は電灯が少なくて、暗

い場所が多い。小学校で学童保育をして欲しい。 

青堀地区 5 子供が産まれて保育園や市の遊び場をよく利用したが、君津の方が

キレイだし、支援センターがたくさんあり、毎日行けるしとてもい

いと思った。図書館も充実しているし、マネをした方がいいと思い

ます。子供が集まる場所を作り、子育てに悩んでいる母親はたくさ

んいると思うので、いろんな話をできる場所が必要だと思いました。

青堀地区 5 幼稚園には１８時まで無料で預かってくれたり土曜に希望保育もあ

ります。送迎バスも無料なので感謝しています。小学校に入ったら

パートに出るつもりです。教室や学童保育も利用しなくてはいけな

くなるかもしれません。利用料も高いです。子育て支援だけでなく、

経済もしっかりして欲しいです。 

青堀地区 5 公園の遊具を充実させて頂きたいと思います。 

青堀地区 5 子育てに不安がある人に対しては、担当者制にして相談できる人、

窓口があるといい。 

青堀地区 5 割安で長期休暇中に預かってくれる場所。現在週１、２回学童のよ

うな場所へ預けているが、来年から下の子も小学校に上がり、料金

も２倍になってしまうので負担も多くなる。割引でもあればいいが

アルバイトの賃金では元が取れない。 

青堀地区 5 保育料が近隣の市より高く、同じ教育、保育をしているのに差があ

るのが不思議に思う。近隣の市と同じ料金になってはじめて環境の

充実と思えると思う。 

青堀地区 5 支援ってどんなのですか。支援されたことないので分かりません。

青堀地区 5 保育料を安くして欲しい。小学校の中に学童を作って欲しい。 

大貫地区 0 富津市にも子育て支援センターがあってくれたらよかったと思いま

す。もう少し気軽に親子が集まれる場が欲しいです。 

大貫地区 0 保育料金がもう少し安くなったらいいなあと思います。子供が成長

していくにあたり習い事なども増えていくと思いますが収入が少な

ければ習い事もたくさんはさせてあげられないので、保育料金がそ

れなりの値段でも、その教育の中に体操の教室があったり英語の教

室があったり、スイミング教室などがあったらその分月謝が上がっ

ても習わせたいと考えます。 

大貫地区 0 近所に公園等子供を安心して遊ばせる事が出来る場所がなく、車を
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使って君津の公園や支援センターに連れて行っている。富津の支援

センターは、時間や曜日が限られており、昼寝等も関係して利用し

づらい。図書館が欲しい。中央公民館にも図書室があるが、暗くて

本が読める、読もうと思える環境ではない。おむつのゴミが、毎週

大量に出る。ゴミ袋の支給等で支援があっても良いかも。 

大貫地区 1 健診等、もっと定期的に設定して欲しい。もしくは健診、予防接種

等の支援、補助等を手厚くして欲しい。保育料の値下げ。学童保育

かそれにかわる仕組み。図書館。児童館。 

大貫地区 1 保育料が高い。小児が少ない。歩道がない、狭い。色々予防接種が

増え、受けるのが大変。病院に行くのも病気もらいそうで嫌だし月

１ペースくらいで全ての予防接種が役所か何かで受けられたらいい

かな。保育園の延長保育や土曜保育が気軽に利用できない。 

大貫地区 1 図書館など子供が気軽に出入りできるような施設が欲しい。子供交

流館のような、室内遊びやスポーツなど、安全に遊ぶことのできる

施設を作って欲しい。 

大貫地区 1 年末年始やお盆の時期も、保育園で預かって頂けると、とても助か

ります。サービス業でのパートの為、一番忙しい時期です。 

大貫地区 1 子供の数が減少しているのに学校や地域が昔のやり方で子供の安全

を確保できない話しを良く聞きます。本当に子供の為になる事業を

お願いします。 

大貫地区 2 来年から保育園ですが、働き先が見つかるかわかりません。早帰り

や長期休み、体調も崩すこともあるだろうし、なかなか働き口を探

すのは困難だと思います。 

大貫地区 2 9 時～17 時まで利用できて土日祝も利用できる子育て支援センタ

ーがあるといいです。絵本もたくさん読んであげたいので図書館も

市役所の中などに小さくてもいいのであると助かります。富津公園

の遊具を早く直して欲しい。遊具があると助かります。 

大貫地区 2 図書館はいつできるのか。大貫地区に学童はできないのか。子育て

施設が少なすぎる。とにかくひどい。 

大貫地区 2 君津市や木更津市の様にもうすこし子供達が遊べる場所や母親が集

まる場所、機会があったら良いと思います。 

大貫地区 2 保育園や幼稚園代が高い。２人目や３人目はもっと安くするべきで

ある。 

大貫地区 2 １人稼ぎの為生活が大変なので、もう少し保育料を下げて欲しいで

す。市役所の４か月教室でお友達がたくさんできて良かったので、

２歳、３歳もあると良いと思いました。 

大貫地区 2 富津市は子育て施設が少なすぎる。図書館はいつできるのですか。
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市の支援センターは保育園の中にあるので、他市に行っています。

大貫地区 3 ３歳児健診までで市は終了してしまうので、母子手帳が記録できる

６歳まではやってくれるといいのではないか。３歳健診をしてその

後は空白になってしまっていて寂しいです。 

大貫地区 3 図書館をつくって本の読み聞かせや学習出来る場所を作って欲し

い。公園スポーツができる広場を充実させて欲しい。公園のトイレ

がどこも汚い。公園の遊具を点検して欲しい。児童館を作って子供

たちの交流の場学習の場をつくって欲しい。子育て情報イベント注

意等まとめてメルマガで配信して欲しい。公民館の図書室は暗く狭

く、本が雑に積み重ねてあり、利用しにくい。しっかり整備して欲

しい。 

大貫地区 3 今、幼稚園の預かり保育を利用して働いています。とても助かって

いるのですが、仕事が土日関係のない場所の為できれば土日も預か

ってもらえる環境だともっとありがたいと思います。フルタイムで

働いている方々も土日も預かってもらえれば、少しは自分の時間も

もて心に余裕ができるのではないのかと思います。 

大貫地区 3 子供が小さいとそれだけで就職できず、子育てにはいろいろお金が

かかるものだし、就職できないとこの先子供を産む女性が減ると思

う。 

大貫地区 4 幼稚園も１６時くらいまで長いと良い、又は料金の低額。医療費や

予防接種、検診の無料化。 

大貫地区 4 下の子が小学生位になったら、働きたいと思っていますが、学童保

育が学校にないので、フルタイムでの就労が出来ないと思います。

なるべく早くパートやアルバイトからフルタイムの仕事につきたい

と思うので学校に学童があると、とても安心で心強いと思います。

大貫地区 5 図書館がないので不便。富津公園に良い施設があるのに遊具が使え

ないのはもったいない。 

大貫地区 5 近所に子育て支援センターがあり、保育園に入るまで良く通ってい

たので、子供ともども体を動かしたり、楽しく過ごせていました。

大貫地区 5 子供が欲しくても授かれない方も多いと思うので、通院や不妊治療

などの医療費を無料にする。 

大貫地区 5 公民館の空き部屋を開放したり、図書室をもっと利用しやすくして

頂きたい。 

大貫地区 5 安全な遊び場、公園。 

吉野地区 0 公園、広場など子供が遊べる場所を増やして欲しいです。吉野地区

ですが公園が少ない気がします。 

吉野地区 0 子育て支援センターがないことが不便。保育料が高すぎる。学童保
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育をしてくれる場所をもっと増やしてもらわないと仕事を辞めざる

をえない。 

吉野地区 0 アンケートを何度も記入しているが何の意味があるのか疑問です。

吉野地区 1 公園のような場所が徒歩圏内に欲しいです。 

吉野地区 2 安全に自由に楽しくお金をかけずに遊べる場所がない。例えば、市

役所前の広場に公園と遊具をおく。夏場に噴水で水遊び。ゲートボ

ール場やランニングができる広場でみんなが集まる広場に。せっか

く食堂もあるのに活用されてないからお弁当の持ち込みもＯＫにし

たり子供と一緒に１日ゆっくりできる環境を希望します。子供は１

日中外にいるのはキツイ。各保育園も支援活動しているが自由さ欠

ける。時間が午前だけで昼食を食べる所がなかったり、君津の支援

センターのような室内でのんびりできる所も一緒に同じ所に作って

欲しい。 

吉野地区 2 保育料の支払いについて現在は基本的に窓口に行かねばならず窓口

が開いているのは就労時間中であるので休みを取らなければならな

い。毎月そのように休みをとらなければならないのは非常に不便な

のでコンビニやＡＴＭでも支払いができるように改善して頂きた

い。通学路の歩道が狭い、非常に危険なので整備をすすめて欲しい。

吉野地区 2 小学校になった時、吉野小学校だけ、学童がないのがどうしても納

得できません。教室が、たくさんあまっているのだから作って欲し

いです。 

吉野地区 2 健康づくり課で出産後の訪問など活動は知っていましたが、ＰＲが

少なく、何の活動をしているのか分かりません。告知方法を見直し

た方が良いかと思います。 

吉野地区 2 収入の差で教育にも差があるように感じられるので、どの家庭で育

っても不公平にならないように学ぶ機会を作ってあげられたらいい

と思います。 

吉野地区 3 各家庭の不要になったおもちゃを引き取って月１とか３ヶ月に１回

とか定期的にリサイクル市みたいなものを開くのはどうか。５歳く

らいになるまで子供の気持ちが分からず、不安になったり神経質に

なったりするので「すくすく子育て」に出てくる専門家やカウンセ

ラーの配置をお願いしたい。子供にとって魅力的な公園を作って頂

きたい。虐待する時期は生まれてから４ヶ月と聞いたが、生まれて

すぐとその後に市役所から乳幼児訪問に来てもらい、心が軽くなっ

たので４ヶ月目にもターゲットを置いて訪問もしくは電話手紙など

で話を聴いたり地域の子育て支援事業を紹介したり、逆にどんな情

報が必要かなど聞いてもらえたら嬉しい。２歳の頃は別の形で。職
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員さんの顔を見るだけでもほっとする。就労について社会福祉協議

会に相談したが勤めたくても子供がいると時間が限られるし、雇う

側も子供が熱出してすぐ休むから採りたがらない。空いた時間を活

かせる仕事がなかなかない。シルバーに依頼しているボランティア

に、少し給料を出して頂いて仕事をしたいママさんにまわしてもら

うことはできないのかご検討をお願いしたい。 

吉野地区 3 君津市にある子育て支援センターが常時あると良いと思います。又、

遊具の充実した公園もあったらうれしいです。 

吉野地区 3 子供の人数が少なくなっているので地域の皆さんがもっと協力的に

なってくれると助かると思う。シングルマザーの家庭にも両親そろ

っている家庭の様に不自由なく教育をうけられる様な制度があって

も良いのかと思った。 

吉野地区 4 吉野地区、公園がありません。子供が遊べる所がなさすぎで、友達

の家等で遊ぶ事が増え、そのためトラブルも増える。大きくなくて

いいので、公園（遊具等もなくてＯＫ）を設置して欲しいです。 

吉野地区 4 フルタイムの仕事に就きたいが、まず無理だと思うので、パートで

の就労を考えていますが、子供の病気の時や長期休暇の場合どうす

るかという問題があります。同居の母も高齢で先々子供を見てもら

えなくなる場合も十分考えられます。 

吉野地区 5 子供を安心して遊ばせられる施設（公園等）が無い事で親の負担が

多いと思います。人的な支援も必要と思いますが施設を増やしても

らいたいです。 

吉野地区 5 吉野地区には、子供達が遊ぶ公園がないので、公園を作って欲しい。

大通りの道は歩道が必要と思います。大きなダンプやトラックも通

るので見ていてヒヤッとする時がある。 

吉野地区 5 身近に利用できる遊具施設をもっと増やして欲しいと思います。子

供手当も一定していると安心できます。 

佐貫地区 0 子育て支援に関しては、やはり近隣の市と比べて欲しい。もっと充

実させて欲しいと思うのが本音です。君津のようにしっかりした図

書館があったらありがたいですし、袖ヶ浦のように、子育て中のマ

マたちが集まれるいろんな会や催しがあったらと思います。同じ地

域の友達と過ごせる様にということも大切だと思います。同じ世代

の子たち、同じ世代の子を持つ親が集まれる、気軽におしゃべりで

きる場がもっとあるといいなと願います。 

佐貫地区 0 予防注射の補助金、（水疱瘡、おたふく）が出ない為、負担が多い。

保育所の料金等よくわからない。収入額により違うと思うが、どの

位なのか。園庭開放など、１人ではどうしても行きづらい気がして
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しまう。 

佐貫地区 1 周りに預ける人がいないので私自身が体調不良になると病院にも行

けません。子供のどちらかが具合が悪いと元気なもう１人も一緒に

病院に連れて行かないといけないので気軽に預けられる所があると

助かります。 

佐貫地区 2 閉校になりそうな学校を地域の声を聞かずして閉校しないことを切

に願います。町から学校を無くしてしまわず小中一貫にして、それ

でも難しいならば、まず利用している親や、これから学校へ行く子

の親、周りの人の意見も聞いて欲しいなと強く希望しております。

地域から学校が無くなってしまうのは本当にさみしいです。いろい

ろご事情があり、最終手段で閉校という形になるのは重々承知の上

で、まず住民の声を聞いて欲しいです。一方的に来年の４月で無く

なるということを突然聞いたりすると本当に悲しいです。趣旨から

ずれてしまい申し訳ありません。強く強く願っております。 

佐貫地区 2 図書館の設立を早くお願いしたいです。再就職に向けての支援をも

っと厚く。 

佐貫地区 3 二人の子供のうち一人だけが具合悪くて病院へ行かなくてはならな

い時、家に一人で留守番させられなかったので二人連れて行く事が

数回ありますが、そんな時に気軽に預けられる場所があれば良い。

将来のために英語の必要性を感じる。園でも英語にふれる授業をや

って欲しい。小学校では年に数回あるがもっと機会を増やして欲し

い。今は日々の子育てができているがもう一人子供が欲しいと思う

がやりこなせるのか不安です。 

佐貫地区 3 保育料の支払いをゆうちょ銀行でもできるようにして欲しいです。

佐貫地区 3 保育料が負担になります。負担軽減を希望します。平日 7～19時ま

で、土曜の午後の保育を可能にして欲しい。 

佐貫地区 5 子供が遊べる公園や、雨の日に使える支援センター等あるといい。

湊地区 1 保険料が高すぎる。中間所得者への配慮ももっと増やして欲しい。

湊地区 1 君津まで行かないと子育て支援センターがない。市内で市の教室以

外で気軽に行けて同世代の子供たちと会えてお母さんとも交流でき

る場所がない。公園の整備。私がよく行く公園はゴミ箱がなく、お

菓子や弁当のパック、ペットボトルなどよく散らかっている。ゴミ

箱があれば捨てるのかなと思う。遊具も少ない。砂場や鉄棒、うん

ていなど子供がもっと遊べたらといつも思う。低体重で生まれた赤

ちゃんに体重計を貸して頂けると助かる。予防接種が高い。 

湊地区 1 他の市と比べて、子育て支援のレベルが富津市は低すぎる。子供を

外で遊ばせたいが、その公園の遊具が少なすぎて遊びたがらなくて、



第５章自由記述 

113 

地区 年齢 コメント 

他の市の公園に行く事が多いので、公園の整備をきちっとして欲し

い。 

湊地区 1 天羽には学童がありません。どうしたらよいのですか。天羽には、

日、祝日に預かっている施設がありません、どうしたらよいですか。

湊地区 1 君津や木更津にあるような大きい子育て支援センターを作って欲し

いです。２歳以降もコミュニケーションできる教室を無料で開催し

て欲しい。 

湊地区 1 図書館がない。富津は教育、芸術に興味がないのか、全く施設がな

い。学びに対する意識が低い。 

湊地区 1 母親、父親の孤立化を防げるような施策をお願いします。 

湊地区 2 隣接市町においてサービス、利用制度で劣ることのない様にして欲

しい。富津市が子育て支援に関する施策等で近隣市にある施策、な

い施策を教えて下さい。業務多忙のところ恐縮ですが、よろしくお

願い致します。 

湊地区 2 教員の不祥事やいじめなどの取組が世の中を騒がせています。教員

としての教育を充分にして欲しいです。 

湊地区 2 児童ホームを作って欲しい。 

湊地区 3 教育や習い事等やらせてあげたくても、時間やお金、場所などさま

ざまな問題で無理な現状です。子供の人数が多い程、負担が大きい

と思います。富津はさまざまな面からも、子育てしづらい環境だと

思います。 

湊地区 3 発達障害児が増えているので、それに対応できる教育、保育環境の

整備と、専門家の配置をお願いしたいです。 

湊地区 5 湊地区には学童がない為、低学年のうちは一人で留守番している子

供がたくさんいると思います。我が家でも祖父母がいない日もあり

不安を感じている。天羽地区では小学生数が減少している。統廃合

など検討する時期ではないかと思う。 

天神山地区 1 近くに学童がない。小学校にいったら他市へ引越しを検討している。

子育てに対して支援がうすい。室内で遊べるところもない。他市が

うらやましい。 

天神山地区 4 支援活動があっても上手に活用しきれていない部分も多いかと思い

ます。社会の仕組み等にも大きな課題があると思いますが本来の人

間の生き方在り方についても根底から考える必要もあるのではない

か。 

天神山地区 4 公園が少ないです。車がこなくて、子供が走って遊べるような公園

がもっとあったらいいなあ。 

天神山地区 4 富津市の若者世代の流出は深刻で各地域は超高齢化を迎えている。
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これは子育て環境を整備して来なかったツケで、今後若者世代が安

心して住める環境作りをして欲しいし、危機感を持って頂きたい。

各小学校の放課後クラブの設置は必須だと思う。 

天神山地区 5 天神山小学校の生徒数が少ないので、すごく近い湊小学校と合併し

た方が子供の友達も増えるし、競争心も養えて良いと思います。 

竹岡地区 0 公園を充実させて欲しい。木更津や袖ヶ浦までいくのは大変です。

富津にも、子供服を扱うお店を増やして欲しい。 

竹岡地区 2 子供の医療費に富津市は２００円かかる。２００円が高いとは思わ

ないが近隣が無料なので人口減の１つの理由では？君津から富津に

引っ越した知人が後から知ってがっかりしていました。 

竹岡地区 5 図書館を建てて欲しいです。市民会館や移動図書館がありますが本

が少ないし、あちこちに行かなければなりませんとても不便です。

金谷地区 0 保育所に子供があまりに少なく、逆に預けるのが心配。そのまま小

学校へ上がるので、人との関わりも変わらず、人数の多い学校や市

へ入れた方がいいのではないかと悩む。子供の教育、保育よりも子

供を増やす為の支援や取り組みを行わないと、子供が居ない日が来

てしまいそうで怖い。とにかく、小学校等と統合するなど本気で考

えて頂きたい。 

金谷地区 2 まだ学童クラブなど発展していない地域が多いので民家などでも希

望者が気軽にできる環境ができたら良いなあと思っています。市と

しては民家などへの希望調査をしてもらい住民の声をアンケートな

どで聞いて、要望に答えられそうな民家の住人と住民の仲介役をや

っていただけたらと思っています。現に私は家を学童クラブのよう

に開放できたら良いと思っていますが、保育士などの資格もなく、

あいまいに始めて利用料のトラブルなどの不安もあります。料金、

規制などをしっかり市で決めてもらえれば、少人数でも希望に叶え

ることができるのかものしれないと思っております。 

金谷地区 3 子供たちが安心して集まれる遊び場。通学路。 

金谷地区 3 富津市の保育園の保育料は、高くないですか？今、市外に行くこと

も考えています。富津市の子供が少ないのは、こういう事も原因な

のかなと思います。 

金谷地区 5 金谷の環境上放課後児童クラブや学童保育が無い為、子供達も家で

遊ぶ事が多くなり、仕事を始める事を考えてしまうことなどありま

す。週何回かこちらの方でもあるといいと思います。 

峰 上 地 区

(環南地区

も含む） 

0 図書館が必要。インターネットなど利用する人にパソコン教室など

を行うと良いのではないかと思います。児童館みたいなのがあると

一日遊べて同じ目的できている人と仲間的な存在となり孤立するこ
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とはないと思います。子育てに疲れず楽しく子育てしたいと思いま

す。 

峰 上 地 区

(環南地区

も含む） 

0 子育て支援センターが徒歩圏内にあれば利用しやすいと思いまし

た。平日は車が使えない為。 

峰 上 地 区

(環南地区

も含む） 

0 少子化の時代なので、３人目が産まれたら市から少しでもお祝い金

がもらえると嬉しい。予防接種も任意のものが多く、兄弟合わせて

７万円以上の出費でした。市から補助金がでればと思う。 

峰 上 地 区

(環南地区

も含む） 

1 田舎の保育園なので、ほぼ祖父母が見てくれる家庭が多いと思うの

ですが、仕事をして見てもらう人もいない人もいるので延長料金を

払ってもいいので保育園と１年～３年生くらいまでは、２０時くら

いまで保育をしてくれるといいと思います。保育料が高いと思いま

す。 

峰 上 地 区

(環南地区

も含む） 

1 田舎で環境はいいのですが、遊ぶ所が少なく、連れて行く所がない

ので、公共施設など多くあると嬉しいです。 

峰 上 地 区

(環南地区

も含む） 

4 妊婦検診の全面補助。子供の予防接種は回数も多く高額なものも多

いので接種を希望する人にはもう少し負担が少なくなる事を望みま

す。保育所や幼稚園の園庭開放やイベントには良く参加しますが、

そういう所へ行かないと遊具がないので近くに公園があると良いな

あと思います。富津の方にはありますが、そこまで行くのに車を使

って行くのも大変なので車を使うにしてももう少し近くに遊具の充

実した公園が欲しいです。公園ではなくても市役所内にキッズスペ

ースの様な物があったら。 

峰 上 地 区

(環南地区

も含む） 

5 小学生になると、夏や冬の長い休みの間、困ります。家族が全員で

働いているため、子供を１人は見る人が必要になりますが、自営業

のため１人休んだだけでも負担が多いですし、配偶者がいないので

母親だけの給料で育てるのは、はっきり言って厳しいです。保育料

は、一緒に住んでいる親の収入で決まり、とても高く私は働ける時

間が決まっているので、働けず毎月厳しくとても不安です。もう少

し子育てしやすい環境や支援があると、住みやすくなると思います。

峰 上 地 区

(環南地区

も含む） 

5 住んでいる近くに託児所があると助かります。普段は祖父母に見て

もらえますが、不在時は知人に預けるか、車で３０～４０分の所へ

預けるしかありません。病気時に預けられる所があれば助かります。

峰 上 地 区

(環南地区

も含む） 

5 峰上地区でも学童保育が欲しいです。病後児保育だけでなく、病児

保育ができるといいです。子供が安心して遊べる公園が欲しいです。
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関豊地区 2 近所に同じような子供がいないので公民館や保育所などでイベント

をして子供が集まる場を作って欲しい。 

関豊地区 4 図書館や保健センターをつくって欲しい。全天候型の児童館をつく

って欲しい。一日いて遊べる施設があればいいと思う。 

未記入 0 ブランコや砂場などのある公園が、非常に少ない。情緒を豊にする

には、紅葉する木々や、同じくらいのお友達と出会える場所は必要

だと思う。図書館も、映画館も、文化を学ぶ所を、もっと増やして

欲しいと思う。 

未記入 1 あおほり子育てサロンのような内容が濃いサロンが他にない。大佐

和幼稚園のホームページがあればいいと思う。 

未記入 1 木更津市のような「にこにこ子育て相談」があると助かります。 

未記入 1 公立保育園の延長が１８：３０ですが勤務先が木更津なので定時に

あがったとしてもギリギリですし残業できない状況なのはきついで

す。朝も７：３０には預けたいですが私立保育園は１０分１００円

なので毎月12,000円の延長料金がプラスでは経済的にも考えてし

まいます。周囲をみても富津市在住でも君津や木更津の保育園に預

ける親も多いので時間外料金や年間行事や特性のある保育園を希望

します。市で行っている行事事業も知らない事も多いので、広報が

あるとありがたいですし、支援事業や場が増えて欲しいです。 

未記入 2 気軽に預けられる事業があると助かります。 

未記入 3 保育園代をもっと下げて欲しい。自営の人は明らかにありえない。

未記入 4 図書館や支援センターをもっと充実させて欲しいです。公園も整備

していないので、安心して遊ばせる事が出来たらいいなと思います。

未記入 5 全体的に地域の子供が減っているので、治安の面とても不安です。

昔みたく近所づきあいが盛んでないので。 

未記入  富津市は支援や補助が少ないように思える。また今回のアンケート

内容が非常にわかりにくく、記入しづらかった。 
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調査に使用したニーズ調査票 
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 「子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査票」

■就学前児童の保護者用
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